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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  これより本日の議事日

程に入ります。 

 日程第１、一般質問を行います。順次質問を

許します。７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  おはようございます。 

 昨日、雅子様はお誕生日をお迎えになられま

した。皇后として迎えられた初めての誕生日で

ございます。謹んで、皇后陛下のお誕生日を心

からお祝いし、御健勝を切にお祈り申し上げま

す。 

 遠野令和会の菊池美也でございます。人は人
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とのかかわりの中で生き、わらすっこたちは、

そのかかわりの中で、明るくたくましく日々育

っていく。令和の新しい時代も、支え合い、助

け合い、生きていく。多様性が受け入れられる

社会が、より求められております。 

 質問は、地方創生のプラットホームともなり

得ると、私は捉えておりますが、コミュニテ

ィースクール制度を通した、学校と地域とのか

かわりについて、遠野としての考え方、構想を

伺ってまいります。 

 市、教育委員会、各小中学校長をはじめ、諸

先生方、園長をはじめ、保育士の皆様におかれ

ましては、市民の要請に応えるべく、それぞれ

の校風と歴史、伝統、地域特性を生かしながら、

熱心に、園児、幼児、児童生徒の御指導をいた

だいております。あわせて、本市に設置をされ

ている２つの県立高等学校及び花巻清風支援学

校遠野分教室小学部・中学部の先生方、並びに、

それぞれの地域でわらすっこたちの多岐にわた

った活動をお支えいただいている方々にも同様

に、敬意と感謝を申し上げるところでございま

す。 

 一方で、社会環境は刻々と変化し、いじめや

不登校、さらには不審者情報など、危機管理に

対応するために学校においては、その運営をめ

ぐって、ますます多面的な業務を負うことにな

っているのではないでしょうか。日常的かつ具

体的な運営は、各学校にゆだねられていると思

いますが、細やかな指導を通じ、教育委員会と

学校は十分な意思疎通がなされているものと理

解をしております。 

 最初の質問をいたします。 

 今の遠野において、市内の小中学校、市立学

校を取り巻く環境について、課題があるとする

のであれば、どのようなことが挙げられてくる

ものなのかお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  菊池美也議員の御質

問にお答えをいたします。 

 現在、市内小中学校においては、児童生徒の

生きる力を育むために、確かな学力、豊かな心、

健やかな体の３つの視点において、知・徳・体

のバランスのとれた人間形成に向けた教育活動

を進めてございます。 

 議員御案内のとおり、各学校におきましては、

いじめや不登校等の生徒指導上の課題に加えま

して、新学習指導要領の本実施に向けた対応等

学校に期待される役割がますます大きくなって

おり、保護者や地域の方または関係機関、団体

の御協力を得なければ解決が難しいことも散見

されております。このことが、各学校が共通し

て抱える、現段階における課題の一つと捉えて

ございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

○７番（菊池美也君）  少し、日本全体の話を

させていただきます。 

 昨今の日本の教育で問題が多発しているのは、

御承知のとおりです。都市部の幼稚園・保育園

では、待機児童の問題が叫ばれています。いじ

めの問題や不登校の問題、さらに家庭の問題を

含めた貧困格差などなど、余りにも多くの問題

が積み重なっていて、どこから手をつけてよい

のかわからないという状況です。 

 また、教師についても、先生についても、人

手不足であったり、サービス残業、土日の部活

動の問題があったりと、生徒ばかりのことでは

ありません。 

 この原因は、子どもの問題を学校にばかり押

しつけてしまって、そこに住んでいる大人たち

が、そういった子育ての負の部分に手をつけて

こなかったからではないかという批判も多々聞

こえてきております。その批判を受け、地域ぐ

るみで、子どもを育てようという運動が、日本

でも始まっています。これをコミュニティース

クール（学校運営協議会制度）といいます。学

校と保護者と地域の皆さんがそれぞれの立場で、

ともにそれぞれの知恵を出し合い、学校教育に

意見を反映させることで、一緒に協働しながら、

子どもたちの豊かな成長を支え、地域とともに

ある学校づくりを進めていこうという新しい仕

組みです。学校運営協議会は、各学校に設置さ
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れ、その指定は、学校を管理する教育委員会が

行う。法的な根拠は、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律、平成29年（2017年）４月の

同法の一部改正、施行により、これまで、でき

る規定であった学校運営協議会の設置が努力義

務となりました。教育委員会には学校運営協議

会の充実が求められております。 

 文部科学省のコミュニティースクール導入推

進状況、平成30年４月１日現在によると、全国

のコミュニティースクールは5,432校となって

います。各学校でそれぞれの地域の参画によっ

て、特色ある取り組みをしております。 

 前年度の3,600校から比べると、学校運営協

議会の設置が努力義務化された１年の間に1.5

倍もふえており、今後もコミュニティースクー

ルの導入は積極的に進んでいくのではないかと

考えられております。 

 コミュニティースクールを導入した地域・学

校からは、子どもの安全・安心な環境が確保さ

れた、地域の教育力が上げった。児童生徒の学

習意欲が高まった。いじめ、不登校、暴力行為

等の生徒指導上の課題が解決した。児童生徒の

学力が向上したなどの声が寄せられております。

いろいろと問題視をされている小中学校の課題

に、しっかりアプローチができている学校が出

始めてきているようでございます。 

 岩手県内でも、幾つかの教育委員会が既に学

校運営協議会を設置し、コミュニティースクー

ルを導入しています。この流れをどのように捉

えておりますでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  現在、市内各小中学

校では、まなびフェストを作成して、そして、

その評価を保護者や地域の方々からいただき、

解決を図ってきているところでございます。 

 コミュニティースクール、いわゆる学校運営

協議会制度というのは、先ほど申し上げた複雑

化、困難化する学校を取り巻く諸課題に対応す

るため、学校の機能強化の取り組みの一つとし

て、学校に学校運営協議会を設置し、地域の

方々をメンバーとしてお迎えし、学校運営に参

画していただき、学校課題の解決を図っていく

取り組みであるというふうにして認識してござ

います。 

 学校運営協議会には、校長が作成する学校運

営の基本方針を承認するということ。 

 ２つ目に、学校運営について、教育委員会ま

たは校長に意見を述べることができること。 

 ３つ目として、教職員の任用に関して、教育

委員会規則に従いまして、教育委員会に意見を

述べるという、３つの機能があるというふうに

されてございます。 

 県内におきましては、本年５月１日現在、６

市町村34校でこの協議会が設置されているとい

うふうに承知してございます。 

 学校と地域が連携、協働して子どもたちを育

むということは、児童生徒の豊かな成長に必要

であり、そして推進すべき取り組みであるとい

うふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  これまでの地域に開か

れた学校から目標やビジョンを共有して、地域

一体となって子どもたちを育む、地域とともに

ある学校への転換、発展を図るための有効な仕

組みがコミュニティースクール、学校運営協議

会制度でございます。大きく言うと、地域の子

どもたち一人ひとりの豊かな人生を育むために、

地域のみんなで応援していきましょうと。 

 そして、結果的に自分たちも人間的に成長し

ていきましょうということです。学校の先生は

職業として教育に携わっていただいております

が、地域の住民の皆さんも子どもの教育、子ど

もの未来については、同じ責任がある当事者な

んだ、ということです。一方で、勉強を教える

のは学校の先生の仕事で、それを保護者や地域

の住民に手伝ってほしいというのはおかしいん

じゃないかと。学校の責任放棄じゃないのとい

う反対の声も上がるのかもしれません。そのよ

うな声に対しては、先生方は、今までどおりや

るべき仕事を100％やる、その上で地域が20の
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力をを足す、120の力でトータルで一緒に未来

を担う子どもを育てる教育を目指しましょうと

訴えていきたいと思います。 

 地域の住民とは、保護者会ではありません。

あくまでも地域の人が地域の子どもを育てると

いうことが理念ですから、学校に子どもを通わ

せていない方々にもお手伝いをお願いすること

になります。 

 子どもの問題を解決することは、地域の問題

を解決することにもつながるわけで、それに真

剣に取り組むことは、地域の方の幸せや勉強に

もなるということです。コミュニティースクー

ルは、市民力アップにつながる取り組みでもあ

るんです。得られる果実は、子どもに限らず大

人も含めた、みんなの人間的な成長、今、遠野

では、小さな拠点による地域づくりに取り組ん

でいます。自治会単位、行政区単位主催の勉強

会に細かく入って説明を重ね、市民の皆様に理

解をいただきながら、丁寧に進めようとしてお

ります。 

 地域全体を巻き込む活動に何よりも重要なこ

とは、地域の社会的ネットワーク、信頼、お互

いに助け合い、お互いに成果を分け合う態度と

されています。これをソーシャルキャピタルと

言います。ソーシャルキャピタルが確立されて

いる地域に住んでいる住民ほど、社会的信頼感

や人生の満足度が高いと言われています。小さ

な拠点による地域づくりとコミュニティース

クールとをうまくリンクをさせることがより効

果的ではないかなと考えております。 

 今定例会に上程された議案第50号遠野市わら

すっこ条例の一部を改正する条例の制定につい

て予算等審査特別委員会でも議論されることと

思いますが、地域と学校が連携するコミュニテ

ィースクールの推進について、わらすっこ条例

に新たに改めてうたうことのその広い目的をど

こにおいているのか、求める成果物についてお

考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校と地域が連携・

協働して子どもたちを育む環境を整えるには、

小さな拠点による地域づくりの取り組みとリン

クさせるということも、一つの考え方であると

いうふうに認識してございます。 

 一方、地域の環境を整える方法としては、現

在本市で組織されている地域教育協議会との連

携、または新たに新組織を設ける等の方法もご

ざいます。より効果的な制度設計については、

今後、多面的に検討して、総合的に判断してい

く必要があるというふうには考えてございます。 

 しかしながら、方法論はどのようであろうと

も、地域と学校が連携・協働して子どもを育ん

でいくという考え方、理念というのは変わらな

いものでございますし、現在においても、各小

中学校は、地域との連携で、さまざまな御協力

をいただいているところでございます。今般の

議案第50号遠野市わらすっこ条例の一部を改正

する条例の制定において、その考え方を反映さ

せたとのでございます。よって、地域住民等の

責務という形で第10条等にその内容を盛り込ま

せていただいたところでございます。学校運営

協議会を設置したことにより、期待される成果

と問われれば、子どもたちが生きる力を育む力

を含むことができたかどうかであろうというふ

うに考えてございます。 

 また、地域の方々が学校運営にかかわること

で、地域の方々自身が自己有用感を感じられる

等、学校と地域が相互補完、また、お互いに成

長できる成果が期待できるのではないのかとい

うふうに考えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  手元に、平成31年度、

今年度の遠野市教育行政推進基本方針を持って

きております。 

 ３月の定例会の初日の教育長の演述の記録内

容でございます。 

 結びの部分になりますが、最後のページにこ

ういう記載があるんですが、読み上げてみます。

「地域と学校が経験えお通した教育プログラム

を創意工夫により構築し、その地域でしか学習
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できない経験を通した学校づくりの仕組み、コ

ミュティースクールの役割が求められています。

地域で暮らし、地域とかかわり、地域の役に立

ちたいと考える方々の意見を取り入れ、知恵を

出し合い、地域と学校が協働しながら子どもた

ちの豊かな成長を支えていくことが大切だ」と

されています。 

 ２月26日に、コミュニティースクールという

単語が出てきたので、いよいよ取り組むんだな

と期待をしながら待っておりました。いつにな

ったら具体になるんだなと。この間、教育委員

会では慎重に議論し検討されてきたことと思い

ます。また、教育長も考えをまとめてきた、熟

慮を重ねてきたことと思います。そして、コミ

ュニティースクールを導入したい、遠野でもコ

ミュニティースクール制度を推進していきたい

という結論を導き出したのです。 

 基本は各小中学校と身近な地域、小さな拠点

がそれぞれ創意工夫をすることによって、地域

と学校の協働の中で、わらすっこたちの豊かな

成長を支えていくことになります。遠野らしい

コミュニティースクール、遠野独自の取り組み

を何か考えているのか御紹介をください。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  遠野らしいコミュニ

ティースクール独自の取り組みというふうなこ

とでございました。実は、これまでも、市内小

中学校におきましては、それぞれの地域ならで

はの特徴を生かした特色ある学校づくりという

のを推進してまいりました。地域の方々との連

携・協働により、例えば、子ども語り部や、し

し踊り、神楽等に取り組み、地域の文化を継承

する等、遠野らしい学校づくりに取り組んでま

いってございます。 

 遠野市民憲章でもうたっておりますように、

恵まれた文化を生かし、夢を育む学びのまちづ

くりというのがございますが、これがまさに遠

野の強みであろうというふうに考えてございま

す。 

 地域のことを地域の方々から教わり、子ども

たちが遠野を知り、そして遠野に誇りを持ち、

みずからのキャリアを形成していく営みをより

一層推進していくことが大切であろうというふ

うに考えてございます。 

 先ほど申し上げた体制づくりも含めまして、

具体的な取り組み等は現在検討中でございます

が、その狙いに少しでも近づけるように学校運

営協議会の設置に向けて取り組んでまいりたい

というふうに考えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  コミュニティースクー

ル、一言で言えば、保護者や地域住民が一定の

権限を持って、学校の運営に参画する新しいタ

イプの公立学校でございます。 

 地域住民が学校の運営に参画するには、制度

に対する理解と協力が必要なことは言うまでも

ありません。推進をしていく上で、問題点、課

題点が見えてくる、想像もできることだと思い

ます。例えば、地域間の温度差、もともとコミ

ュニティー意識を強く持っている住民の多い地

域とそうでない地域、学校とのかかわり方の地

域が生まれてくるんではないかと、こういう不

安がございます。 

 わらすっこの育ちに地域の差、学校の差が出

てしまわないか。例えば、多くの市民に理解を

促すより多くの市民に伝えていく体制づくりが

求められてくると思います。 

 どうやって情報発信していくのか、方法や工

夫が必要となってまいります。例えば、ここが、

一番、大事な点だと思っているんですけど、受

動的な考え方から、能動的な考え方に、地域全

体の意識を変換、変えることが求められてくる

と思います。やってくれて助かるから、こうい

うことなら俺にもできっかな、やってみっかな、

への私含めての大人自身の意識の変換、主体的

な活動にどうやって結びつけようとお考えにな

っているのか。 

 コミュニティースクールの推進に当たって、

どのような課題があると、今の段階でお考えに

なっておりますでしょうか。 
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○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  コミュニティース

クール推進のための課題ということでございま

すが、議員御案内の課題というのは、もちろん

あるというふうに認識してございます。想定さ

れる課題として、地域と学校の協働の温度差だ

とか、地域の方々の理解を得るための情報発信、

共通理解、そして何よりも意識改革ということ

が、非常に大切なものであると思います。 

 また、加えまして、小さな拠点づくりの取り

組みの範囲と学校との違いということもござい

ます。さまざまな課題が山積してございますが、

まずは意識を改革すること。そのためには、き

ちんとした正しい情報を発信しつつ、今、現在

り組んでおる小さな拠点づくりにおいても、地

域住民の方々の意識を変えるという部分につい

ては、共通ではなかろうかというふうに捉えて

いるところでございます。 

 今後、時期を捉えまして、広く地域の方々に

学校運営協議会制度についての周知を図ること

はもちろんのこと、地域と学校のより望ましい

連携・協働を進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  課題というところで、

教育長も触れていただいておりますけれども、

まず、小学校の話をさせていただきます。学校

運営協議会を小学校へ設置をするに当たっては、

より身近な小さな拠点の単位、すなわち地区セ

ンターの単位、すなわち町を単位とした組織、

構成メンバーはその町を基本としたメンバーに

なるのが自然だのかなと僕は考えております。

教育長も課題としておっしゃっておりましたけ

れども、その小さな拠点の単位と小学校区が一

致していないエリアが市内にはございます。隣

接する行政区を一つにするとか数を減らすとか

という視点に重きを置いておりますけれども、

行政区の再編については、コミュニティース

クール制度の観点からもあわせて、まずは、議

論をいただきたいと思います。町と小学校区の

整合を図る必要は私はあると思っております。 

 文部科学省が進めているコミュニティース

クールは、学校を中心とした構想です。文科省

ですから、学校を中心とした構想です。小学校、

中学校、高校に係る制度となっております。遠

野には各町に小学校がございます。そして各町

に保育園がございます。市内には県立高校も２

つ、そして県立の支援学校、小学部も中学部も

ございます。 

 おらほの小学校、おらほの中学校、おらほの

保育園、おらほの高校、おらほの支援学校、お

らほの児童館、児童クラブ、文科省の考え方、

理念を遠野ではさらに広げた構想を持ってはい

いんではないんでしょうか。制定から10年を経

過するわらすっこ条例でございますが、その第

２条、定義の部分には、このように子どもたち

を定義しております。 

 読み上げます。「この条例において、子ども

とは18歳未満の人をいいます。ただし、これら

の人と同じように、子どもの権利を持つことが

ふさわしいと認められる人も含んでいます。」 

 社会総ぐるみで、わらすっこの育ちにかかわ

る仕組みをつくっていきたいと、教育長、述べ

ていただきました。幼児から高校生まで、一貫

性のある教育環境を築き上げることも大切では

ありませんか。社会総がかりで子どもたちを育

むために、学校、家庭、地域の連携・協働体制

を確立していくという社会教育、あくまでも社

会教育としてのこのコミュニティースクールの

考え方、理念を直接の市の管理・管轄ではござ

いませんが、省庁の縦割りを取っ払って、遠野

として、県立高校、県立支援学校分教室、保育

園などに展開することのお考えについてお伺い

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校運営協議会とい

うのは、各教育委員会の所管する学校に設置す

るように努めなければならないものというのが、

まず、大前提としてあります。よつて、議員御



－ 73 － 

案内のように、当市教育委員会におきましては、

学校運営協議会を置くように努めなければなら

ないという学校は、小学校が11校、中学校が３

校が該当するということになってございます。

ただし、本市におきましては、子育てするなら

遠野という取り組みのもと、０歳から18歳未満

までの子どもたちを対象とした各種事業を展開

してございます。 

 そこで、子育てするなら遠野の考え方のもと、

市立小中学校と学校の協働して進める活動を市

内の県立学校やほかは保育園、幼稚園等とも紹

介しながら、そして、その所管する、例えば県

教育委員会等との理念や情報との共有を図りな

がら、連携できる体制ができるよう検討してま

いりたいと思ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  予定した質問、全て僕

の意のままの答えを、教育長答弁していただい

たので、とても満足しております。質問は終わ

りました。小さな拠点は国土交通省、地域福祉

計画は厚生労働省、コミュニティースクールは

文科省、それぞれの省が推し進めようとしてい

る表面的な構想はそれぞれございますが、どれ

もキーワードは共通のワードは地域で根底には

地方創生、地域力、住民力のアップ、地域価値

の向上を目的としております。 

 コミュニティーにおける有機的な人間関係を

改めてつくり直すことが、今、求められており

ます。厳しい気候であるとか、生活上のいろい

ろな必要があって自然発生的に存在していた、

かつての地域のつながりは、残念ながら、今は

半ば作為的にやらないとなかなか築いていけな

いのかもしれません。 

 ＰＴＡにコミュニティーの頭文字のＣを加え

た、ＰＴＣＡで多様化する子育てに対応し、わ

らすっこの育ちを持続的に見守っていくことが

主なものでございます。 

 そして、社会教育発信のコミュニティース

クールがより深く根づいていく先に子どもたち

だけでなく、私たち大人たちまでもが人生の充

実感を得ることができる未来、夢と希望が待っ

ているのかもしれません。終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池美也議員。 

 市長への質問は大丈夫ですか。通告では、市

長へも質問はあるんですが。 

      〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  失礼しました。終わり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。５番

佐々木僚平君。 

      〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  日本共産党の佐々木

僚平です。 

 通告に従いまして、一般質問を行います。 

 私は、質問事項、岩手県立遠野病院の充実と

働き方改革についてと、難聴者に対する補聴器

購入の公的補助についての２点を一括質問方式

で、質問してまいります。 

 最初に１点目の、岩手県立遠野病院の充実と

働き方改革についてでありますが、御承知のと

おり、10月30日付の地元紙に「看護師離職相次

ぐ働き方改革が背景に過剰労働、悲痛な声」こ

のような見出しです。看護師離職が続く、県立

遠野病院、働き方改革と医療の質の維持、両立

という難題に直面するとの報道がありました。

それは、職員の減少に伴い、仕事の量が増加し、

心身ともに疲労こんぱい、自分の家庭も守れな

い、このような悲痛な声が複数の退職した看護

師から匿名記者取材班に届いたそうです。 

 取材を進めると、近年にないペースで看護師

がやめ、その背景には、市内唯一の総合病院で

ある遠野病院が昨年度から進めている働き方改

革で、外来と病棟看護の一元化と12時間２交代

制の実施を行い、病院側が超過勤務手当の削減

を進める一方で、月に60時間のただ働きを強い

られたなど、働き方改革による労働環境の悪化

や過重労働の実態の声も寄せられたそうです。 

 実は、私も、報道の少し前、元看護師から、

遠野病院が大変なことになっていると聞き、た

だごとでないなと思いました。 

 そこで、最初に10月30日付、地元紙の報道を
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どのように捉えたかお伺いします。 

 去る、11月５日、岩手県議会の決算特別委員

会において、日本共産党の斎藤信県議、遠野病

院の実態、どういう事態が起きているのか、ま

た、看護師の離職率について取り上げられまし

た。それに対し、職員課総括課長は平成30年度

の遠野病院の退職者は定年退職者を除き、看護

師の正規職員は６名、理由は育児などの家庭事

情が２名、体調不良が２名、転職２名、また臨

時職員の退職は３名で、理由は出産などの家庭

の事情その他医療スタッフの臨床検査技師１名

の退職、このような答弁内容でした。 

 遠野病院の看護師の数は、近年の120人程度

から、現在は100人余りに減少しており、元院

長は、看護師が気持ちよく働ける環境づくりが

医療の質を保つ原点とも述べ、病棟と外来、医

療等と看護の一元化は、看護師をふやして成り

立つもので、このままでは地域医療の崩壊につ

ながると警鐘を鳴らしています。 

 ある組合員によると、遠野病院では、外来と

病棟の一元化を、ことし、４月１日から全ての

部署で始め、４階の病棟では、12時間の２交代

制が始められたたとのことです。何カ月間の試

用期間から検証を行っていく、このような条件

だそうですが、いまだに検証はされておらず、

実際には、本実施と、重要な形になっており、

実際に働いている人たちの生の声は届いていな

いと聞いております。 

 また、岩手県内の中途退職者は、過去５年間

で、30年度が最高の109人、年代別に見ると、2

0代が43人、30代は38人と、これから将来を担

う若い世代が多く占めています。遠野病院をや

めた十数人の中にも、若い世代の看護師の方も

おり、やめた人の中には、仙台方面や他の病院

に移った方もいたそうです。 

 働き方改革では、今年度から年５日の年次休

暇を取得させることが義務化されたわけですが、

このような事態では、ますます年次休暇がとれ

にくくなってしまうのではないでしょうか。 

 また、外来と病棟看護の一元化された結果、

きょうは病棟、あしたは外来、このような状態

の中で、外来の患者からは、きょうはどうした

のと、毎回看護師さんから同じことを聞かれる

とか、また、きょうはさっぱり看護婦いないな

と話す患者もいたそうです。 

 ある職場の方は、現在の遠野病院の状況につ

いて、入院病棟はいつも人数確保はしているが、

やはり、外来にそのしわ寄せがきているのでは

ないかなと話していました。もし、報道や職場

の環境実態が事実であれば、患者や市民の皆さ

んが、もっと混乱すると思います。今まで遠野

市と遠野病院は、市民の相談や苦情などを含め、

情報共有のために交流を図っているとされてお

ります。この件に際し、早く市民に知らせるべ

きだったと思います。市民や患者の不安をなく

すために、これまでの情報共有の中で、市民に

対して伝えられることがあれば、ぜひお聞かせ

ください。あわせてどのくらいの頻度で、交流

が行われているのか教えていただきたいと思い

ます。 

 また、市内で唯一の総合病院である遠野病院

で働く医師も看護師も、医療に携わる職員全て

が働きやすい環境をつくっていくためには、病

院側にだけ任せるのではなく、市民一丸となる

のはもちろん、遠野市として、今、病院再編リ

ストに上げられている自治体と連携をするとか

市長会もあります。県、国に要請するなど、行

動を起こさなければ、安心して医療機関に携わ

る人も市民や患者も心配と思います。国では地

方創生を掲げながらも、地方を厳しさに追い込

むとは矛盾していると思います。市民はもちろ

ん、高度成長期に地元を離れ、頑張ってこられ

た団塊世代の中には故郷に戻って、余生を過ご

したいと思っている方とか、今の子育て世代の

中では、遠野に広がる多くの美しい自然の中で、

伸び伸びと子どもを育てたいと望む方もいると

思います。 

 このように遠野に移り住みたいと思う人たち

に対しても、医療が充実し、安心して長く暮ら

せる遠野だということを胸を張って言えるよう、

ぜひ看護師にばかりではなく、看護・介護関係

者をふやすなど、医療にかかわる全ての方に対
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して、賃金の不足や労働条件に対しての対策を

行い、安心して働くことができるよう、遠野市

としても、最善の努力をしていただきたいと思

いますがいかがでしょうか。 

 次に移ります。 

 ２点目、補聴器購入の公的補助についてお伺

いします。 

 高齢化が進む日本で、難聴者は1,400万人、

その中で補聴器が必要と見られる人の数は820

万人とも言われています。高齢人口の比率が高

い日本や欧米諸国では、人口の１割近くが難聴

者だそうです。今や加齢性難聴は隠れた社会問

題になっており、認知症の約８割が加齢性難聴

の放置が背景にあると言われます。難聴は自覚

しにくいものですが、早期に補聴器を使用する

ことで進行も抑えられるそうです。ところが、

補聴器使用率は、日本は欧米の半分と大きな差

があります。それは補聴器の値段が高く、公的

支援がおくれている結果ではないでしょうか。

補聴器を使用するには、公的機関が補聴器の適

否を調整に関与することが求められます。 

 さらに、障がい者認定のない中度・軽度難聴

者は、補聴器の購入に際し健康保険や公的補助

が適用されないために、全額自己負担しなけれ

ばならず、片方だけでも二、三十万円以上、両

耳だと50万円、このようになると年金生活者や

低所得者、この方は手が届かないのです。 

 ある近所の方は、補聴器に補助があると聞き、

買いに出かけたら、「障害者手帳は」と言われ、

がっかりして買わずに戻ってきたそうです。そ

の方は、以来、地域の集まりに来なくなったそ

うです。また、別の方も、自治会や敬老会に毎

年参加していましたが、徐々に来なくなり、後

で聞いてみると、やはりこの方も「耳が遠くな

り、どこにも行かないことにした」と諦め顔で

話していました。 

 このように、ひきこもりがちになると、足腰

が弱り鬱にもなりやすいと聞いたことがありま

す。人ごとではなく、これから先、自分も含め

難聴予備軍がふえ続けるのではないかと危惧し

ております。補聴器を使うことによって元気な

老人がふえ、遠野の明るい未来につながってい

くことを願っています。 

 最後に、遠野市内において障害者手帳を持っ

ている人のうち、難聴認定を受けている方は何

人ぐらいおられるか、お伺いします。 

 また、難聴者に対しての公的補助の拡大や障

がい者認定の範囲の見直しなど、対策を講じて

もらいたいと思いますが、国への要請を行うに

は時間がかかると思います。そのため、自治体

でできる補聴器に関するサービスなどが現在あ

るのか、伺って質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木僚平議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 一括ということでの質問２項いただきました。 

 県立遠野病院のこの問題等につきましては、

報道もされ私も大変関心を持ちながら、その状

況の推移を見ているところであります。ただい

まの質問の中におきましても、さまざま遠野病

院で働いている方々、あるいは市民の皆様の立

場に立っての状況の中で、いろいろ遠野病院を

取り巻く状況等について質問の中で触れられて

おりました。 

 厚生労働省の定義というものを見れば、この

働き方改革とは何だろう。「働く人々が個々の

事情に応じた多様で柔軟な働き方を自分で選択

できるようにするための改革」というように、

そのように定義づけております。県立遠野病院

の働き方改革の一つといたしまして、御質問の

中にありましたけども、外来と病棟看護の一元

化ということに取り組んでいるということにつ

きましては、私も認識もいたしておりますし、

またその状況についても、病院長のほうからも

報告も受けているところであります。 

 こうした中におきまして、「県立遠野病院の

看護師、この相次ぐ退職」というそのような報

道につきまして、これをいろいろ経過を見てみ

ますと、いうところの今、働き方改革の定義を

申し上げたところでございますけれども、広い

分野をカバーできるゼネラリストの看護師を育
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てなければならない。外来診療と入院を繰り返

す患者さんも多く、流動的な配置は、長期的に

患者に寄り添うことになるという、そのような

一元化もこの導入の目的だということにつきま

しても、説明を受けているところであります。 

 これは、ただいまの質問の中にもありました

けども、岩手県議会でも取り上げられたという

ことも、私も情報を承知しております。資料の

中にありましたけども、県の医療局のほうにお

いては、この「病棟と外来の看護業務を一体的

に運用することで、切れ目なく患者を看護でき

る。職員にとっても専門的知識や幅広い技術・

経験を身につけるメリットがある」と、そのよ

うにお答えをしているというふうに承知をいた

しております。 

 そしてまた、一元化については、「柔軟なこ

の勤務シフトを組めるため、休暇の取得など職

員のワークライフバランスに資する」というよ

うな、そのような答弁をしているというふうに

聞いているところであります。 

 このような状況を見ますと、今いろいろ触れ

られたことを見ますと、一つのこの働き方改革

という一つの時代の流れ、それに伴いまして、

一つの過渡期状況に今、遠野病院はあるんじゃ

ないのかなということが、このいろいろな説明

を聞く限りにおいての情報の中においては、そ

のような認識を持っているということでござい

ますけども、しっかりと情報を把握しながら連

携を図って、一に、働いている方々の職場環境、

さらには、市民の皆様、患者の皆様のそのよう

な不安といったものを払拭するような、そのよ

うな連携を図っていかなければならないかとい

うように承知をいたしているところであります。 

 ところで、その相談件数はどうなんだろうと。

それぞれの中におきまして、この県立遠野病院

に対する相談や苦情などについては、市に寄せ

られることがあります。これにつきましては、

その都度、遠野病院のほうにも連絡をし、また

情報を提供もいたしているところでありますし、

また、市民の皆様から寄せられた苦情、特にこ

の住所・氏名等などがしっかりわかっている

方々につきましては、遠野病院のほうとも連携

をとりながら、その方々にはそのような一つの

丁寧な本人宛てに回答もしているという状況に

あります。この市から寄せられた情報を、県立

遠野病院とともに一つはしっかり共有をすると

いうことがやっぱり大事じゃないのかなと思っ

ておりますので、そのようなこの遠野の医療体

制、この医療の問題、これからもいろんな課題

が出てくるんではないのかなと思っております

ので、まずもってしっかり情報を共有しながら、

連携を図っていくということに十分意を用いて

まいりたいというように思っております。 

 この３つ目の中にありました、県立病院ある

いは市民、患者が安心してかかれる病院を目指

して、しっかり取り組むべきじゃないのかなと

いう、そのような認識での御質問でありました。

全くそのとおりだというように思っております。 

 市民にとって、安心で安全な医療提供の体制

を充実させるためには、第一にはこの医療資源

となる人材の確保が必要であります。医師確保。

そのためには、いろんなさまざまな手だてを講

じながら、医師確保あるいはそのような一つの

対応について努力しているところでございます

けども、なかなか結果が得られないということ

でもあるわけでございますけれども、県の医療

局とも連携を図りながら、そのようなアンテナ

を高くしながら県立遠野病院の活動の応援をし

っかりと指導の立場としても、対応していきた

いというように考えているところであります。 

 一つの例でありますけれども、産婦人科医に

つきましても、なかなか産婦人科医が招聘でき

なくているという中にございまして、現在週１

回の対応、外来診療になっているところでござ

いますけども、今月からは月１回の外来診察が

加わるということになりまして、岩手医科大学

のほうの応援をいただくということにもなって

いるところでございまして、そのような診療体

制が充実されるということにも一つの報告も受

けているところでございますので、これからも

市民のためにこの医師確保、御質問にありまし

たけれども、定住といったものにもしっかり図
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らなければならないんではないだろうかと、子

育てをするなら遠野だと、あるいはそのような

一つの定住策も考えなければならないんじゃな

いのかなということでありまして、これもまた

もっともな取り組みの、大事な取り組みの一つ

ではないかなと思っておりまして、医師確保の

ためにもさまざまな手だてを講じて、またその

環境整備にも、それこそいろんな学会なんかに

出席する場合においても、その必要経費を市か

らも応援をするというような仕組みをつくった

り、あるいは遠野テレビに加入する宅内設置の

費用などにつきましても、応援をするというよ

うなことも含めながら、定住対策にも身の丈の

中でいろいろ支援をしているということではあ

ります。 

 今後においても、この遠野病院との連携、情

報共有でしっかりとしたスクラムを組みながら、

市民の皆さんに安心・安全の確保のために全力

を挙げて対応してまいりたいというように思っ

ております。 

 ２つ目の難聴という一つの取り組みについて

でありますけども、高齢化社会、老いというも

のの中におきまして、今いろいろ述べられてお

りました。これも避けて通れない一つの大きな

課題ではないのかなというふうに思っておりま

すので、公的な補助も含めまして、どのように

なっているのかということでありますけども、

平成14年から市独自の事業として、軽度難聴者

の方々に補聴器購入の補助金をそのような形で

制度化しているということにもなっているとこ

ろでございますので、そのほかのこの状況ある

いはこの数も含めまして、現状はどうなってい

るかにつきましては、一括質問ではありますけ

ども、鈴木のほうから、担当の健康福祉部長の

ほうからその状況につきまして答弁を申し上げ

ますので、よろしくお願いを申し上げたいと思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  鈴木健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域

包括支援センター所長鈴木英呂君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（鈴木英呂君）  命によりま

して、お答えいたします。 

 市内の難聴者の人数は、聴覚障がい者として

障害者手帳を所持している方で、令和元年12月

３日現在162人であります。市内の障がい者1,2

83人の12.6％に当たります。 

 障害者手帳の対象とはならない聴力70デシベ

ル未満の軽度の難聴者を把握することは難しい

のが現状です。障害者手帳を所持していない軽

度難聴者の把握については、相談窓口での対応

の際、相談者の様子から聞き取りにくさを感じ

た場合に軽度難聴を疑い、病院の受診を勧めて

いるところであります。また、病院受診時の医

師からの勧めや、同居家族が健康福祉の里に相

談に来ることにより、その方が軽度の難聴であ

ると捉え、対象者の各種相談に応じております。 

 次に、補聴器普及の対策についてということ

でございますが、軽度難聴者の方に対する助成

については、日常生活を営むことに支障がある

方に対して、遠野市補聴器給付事業実施要綱を

制定し、原則１割負担で補聴器を給付しており

ます。市単独給付事業の対象要件は、60歳以上

で、聴力が55デシベル以上70デシベル未満で、

治療により聴力の改善が見込めない者というこ

とになっております。いわゆる、通常の会話の

声が聞きづらく、会話に支障が出る方が軽度難

聴の対象となります。申請には医師の意見書と、

給付を希望する補聴器の見積書を提出いただき、

見積額と要綱に定める基準額のいずれか低い額

の１割を自己負担していただくことにしており

ます。 

 難聴が軽度である段階から補聴器を使用する

ことで補聴器にもなれ、その効果が高くなると

言われております。過去３年間の実績として、

平成28年度は18件、平成29年度は21件、平成30

年度は15件の給付状況でございます。 

 今後も、聴覚障がい者に該当せず、法制度に

よる補聴器の給付が受けられない軽度の難聴の

方を支援するため、本市の独自事業である遠野

市補聴器給付事業を継続し、軽度難聴の方の日

常生活の援助に努め、福祉の増進を図ってまい
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ります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前11時02分 休憩   

────────────────── 

   午前11時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。５番佐々木僚

平君。 

   〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  市長からいろいろ御

答弁ございましたけれども、一つ交流を定期的

にやっているという答弁でございましたが、ま

だまだ、市民は新聞報道にて知ったと思います。

そして、不安や心配を抱えていると思います。

この周知が必要と思われますし、市民や県民か

ら信頼される医療を提供すること、患者中心の

安全な医療をすることに、そもそも県立遠野病

院の使命があると思います。そのことを踏まえ、

何とか周知徹底お願いしたいというふうに思い

ますし、補聴器の件で補助があるというふうに

御答弁ございました。これも大船渡市などでは

年齢制限がなく、加齢性難聴者に対して支援し

ている、このような例もございます。ぜひ検討

していただければと、このように思います。私

も郵便局で合理化や総合担務といって、本当に

簡単なようで何でもサービスができると思いが

ちですが、遠野病院の看護婦さんたちにおかれ

ては、３交代であっても非常にきつい仕事であ

り、健康にも非常に苦労していると思います。

一生懸命です。それを、さらに12時間勤務交代

でやっていると。このような状態では、休みも

とれないから自分の体も大変と、このように思

います。ぜひこのような事態にならないために

も、市長として最善の努力を惜しまないでやっ

ていただきたいと、このように思い、再質問を

終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま佐々木僚平議

員から再質問を受けたところであります。不安

あるいは心配があるではないだろうかと、これ

をやっぱり払拭をしなければならないんじゃな

いかという、そのようなお尋ねでありました。

全くそのとおりだというように思っております。 

 今、県立遠野病院では、院長を先頭にいたし

まして、地域医療懇談会を行っているところで

ありまして、先般、院長さんともいろいろ意見

交換をいたしましたけども、健康福祉部の中に

医療連携室という室をつくりながら、そこにス

タッフも置いているという部分もございますの

で、それらを踏まえながら、この医療懇談会の

ような部分にも市も参加をしながら、丁寧な説

明等、現状と、それから、今お話ありましたと

おり、不安や心配がないように、しっかりと連

携を図りながら対応してまいりたいというよう

に考えております。 

 ただ、県立遠野病院という一つの中にありま

しては、医療局という組織の中で動いていると

いう部分もあるわけでございますから、当然の

ことながら、そちらとの連携もしっかり図らな

ければならないかというように思っております

ので、情報をしっかり把握し、その中において、

市としてどう対応をしなければならないのかと

いうことをまず基本にしながら、そのような一

つの環境の中に、市としてもかかわってまいり

たいというように思っているところであります。 

 また、さらなる福祉のいろんな充実につきま

しては、高齢化社会ということになるわけでご

ざいますから、老いというものにどのように向

き合うのかという部分におきましては、また、

なお一層きめ細かいそのようなフォローと制度

の充実を図っていかなきゃならないかというよ

うに思っておりますので、今後ともよろしく御

協力をお願い申し上げたいと思っております。 

      〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  市長、補聴器購入の

補助について……。（発言する者あり） 

 以上で質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。６番小

林立栄君。 
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   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  公明党の小林立栄でご

ざいます。通告に従いまして、ＩＣＴ（情報通

信技術）の利活用、読書活動のさらなる推進、

手話言語条例の制定について、大項目３点一括

で質問してまいります。 

 人口減少、少子高齢化社会にあって、持続可

能な自治体運営にどのようにモデルチェンジし

ていくか。将来にわたってどのように市民生活

を守り、行政サービスを提供していくか。地域

の元気を維持、発展させていくか。私は、日常

生活に必要不可欠であり、さまざまな地域課題

を乗り越えていく上で必須であるＩＣＴ（情報

通信技術）を積極的に利活用していくべきとの

考えから、地区センターを中心としたＩＣＴ活

用、ＡＩやＲＰＡの活用、関係人口と絡めワー

ケーションの推進、クラウドファウンディング

やソーシャルインパクトフォンドといったファ

ウンディング手法の活用、ネットリテラシーへ

の取り組みなど、テーマとして取り上げ、議論

をしてまいりました。今回も引き続き大項目の

１つ目は、ＩＣＴの利活用の推進について質問

をいたします。 

 少子高齢化、人口減少により深刻化する地域

課題の解決。 

 地域資源を利活用した地域活性化の手法とし

て、シェアリングエコノミーを活用する自治体

がふえてきました。シェアリングエコノミーと

は、個人などが所有する物、場所、乗り物、ス

キル等の有形無形の遊休資産をインターネット

を介して共有、交換する、つまり、シェアをす

るサービスによって生まれる経済活動のことで

あります。空間のシェア、物のシェア、スキル

のシェア、移動のシェア、お金のシェア、５つ

の分野に分類され、活用する自治体は、それぞ

れの分野の民間事業者と連携し、サービスを展

開します。 

 例えば、福島県喜多方市、長崎県島原市では、

インターネットから予約できる駐車場シェア

サービスを提供する事業者と連携して、イベン

ト時に個人や事業者が保有する駐車場や空き地

を駐車スペースとして貸し出すサービスを実施

し、成果を上げております。千葉県いすみ市で

は、ロケ地マッチングサイトと連携し、地域の

空きスペースをロケ地として活用。官民一体と

なったフィルムコミッションを組織し、新たな

観光資源として誘客を推進しております。 

 民間事業者と連携し、インターネットのサイ

トやアプリを活用した地域課題の解決、地域資

源の利活用による地域活性化の手法として、遠

野市においてもシェアリングエコノミーの活用

を推進していくべきと考えます。御所見を伺い

ます。 

 ＩＣＴの急速な発展と情報関連サービスの拡

大により、大量のデータが情報通信ネットワー

ク上を流通し、今後さらに増加することが予測

されています。この大量のデータは、社会全体

で利活用をすることにより、さまざまな地域課

題の解決に役立つ可能性を秘めております。 

 このようなデータの重要性の高まりを踏まえ、

平成28年に官民データ活用推進基本法が施行さ

れました。オープンデータとは、個人情報など

公開できないものを除き、誰もが自由に利用で

き、再利用や再配布が許可されているデータの

ことであり、市が保有する情報を二次利用しや

すいデータ形式にして利用できるようにするも

のであります。ネット上に公開された多種多様

な公共データと、民間が保有するデータを組み

合わせることによって、市民への行政サービス

の向上、地域経済の活性化、市政の透明性、信

頼性の向上、市民協働の促進と地域課題の解決

という効果が見込まれ、期待されています。 

 一例として、福島県会津若松市では、消火栓

の位置をオープンデータで公開。データを利活

用して、スマートフォンで見ることができる消

火栓マップのアプリが開発され、活用をされて

おります。 

 遠野市においても、地域課題の解決、地域経

済の活性化のため、公共データの利用促進と民

間開放を推進するべきと考えます。御所見をお

伺いいたします。 

 ＩＣＴは、福祉、介護、医療、農業、観光、
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地域ビジネス、教育、防災など、各分野におい

て市民生活の向上に役立つ可能性を秘めていま

す。また、ＡＩやＲＰＡなどＩＴ先端技術を活

用することで、市職員をはじめ各分野で仕事に

従事されている方々の業務を効率化することで、

マンパワーをより発揮できる環境をつくり出す

ことができます。地域全体でＩＣＴを利活用し

ていくことが大事であり、そのためにＩＣＴを

利活用できる人材、リーダーシップを発揮でき

る人材を育成していくことが必要ではないでし

ょうか。市職員をはじめ、各分野、市内各地域

でのＩＣＴ人材の育成について、市長はどのよ

うにお考えなのかお伺いをいたします。 

 次に、人材育成とあわせ、情報基盤整備も重

要であります。今後の第５世代移動通信システ

ム５Ｇの実用化、ＡＩ、ＩｏＴ、ソサエティー

5.0時代が間近に迫り、ＩＣＴの利活用の上で

も、データ送信の大容量化、高速化への対応が

求められています。ケーブルテレビ網のＦＴＴ

Ｈ、光ファイバー化、光ファイバー方式への更

新は喫緊の課題であります。光ファイバー方式

への転換を促進するべきと考えますが、今後ど

のように整備を進めていく計画なのか、お考え

をお伺いいたします。 

 ＩＣＴを利活用した遠野市の将来像について

は、平成27年に報告されたＩＣＴを活用した情

報環境整備研究会報告書や、遠野みらい創造デ

ザインのデザイン８の中で示されております。

特に、ＩＣＴを活用した情報環境整備研究会報

告書は、遠野市におけるＩＣＴの利活用に求め

られる役割が整備され、遠野テレビネットワー

クの情報基盤整備と各分野での利活用の方策が

求められた、遠野市におけるＩＣＴ利活用の基

本となる存在であると認識しております。 

 しかし、これまで質問をしてきたように、こ

こ四、五年だけでも情報通信技術の進歩は著し

く、また、少子高齢化の急激な進展など、社会

状況の変化が激しい昨今、研究会報告書を基本

に、地域におけるシェアリングエコノミー、

オープンデータの利活用、ＩＣＴ人材の育成と

活用、福祉、介護、医療、農業、観光、地域ビ

ジネス、教育、防災など、分野別のより具体的

なＩＣＴの利活用を盛り込んだＩＣＴ利活用計

画、ＩｏＴを実装していく計画、これを策定し、

遠野ならではのＩＣＴの利活用、スマート自治

体への転換を目指す一歩を踏み出してはいかが

でしょうか。御所見をお伺いいたします。 

 今後、ますますＩＣＴは進化しながら普及、

拡大すると見込まれます。であるからこそ、先

端技術を利活用し、そして悪用させないために、

人間の知性や人間性、人間力が大事になるので

はないでしょうか。読書は、知識を得るだけで

なく、想像力を育み、思考を鍛え、心を豊かに

する力があります。人間性、人間力を高めてい

く上で、読書がもたらす効果は重大であります。 

 大項目２つ目、読書活動のさらなる推進につ

いて質問をいたします。 

 経済開発協力機構が79カ国地域の15歳、約60

万人を対象として2018年に実施した国際学習到

達度調査の結果を公表しました。その中で、読

解力、文章を読んで内容を理解する能力につい

ては、前回調査の８位から15位へ大きく順位を

下げ、過去最低の結果となりました。要因の一

つとして、新聞や本など、まとまった文章に触

れる時間が減少していることが指摘されており

ます。活字に触れる、まとまった文章に触れる

機会としても、読書の役割は重要であります。

まずは、読書の重要性についての御認識とあわ

せ、今後の読書活動の推進について、教育長の

お考えをお伺いいたします。 

 さて、現在、私はＰＴＡの図書委員として、

学校図書室の飾りつけや本の修繕などを手伝わ

せていただいております。また、市立図書館で

開催された読書ボランティア講習会にも参加さ

せていただく機会もあり、多くのボランティア

の皆様と行政が連携して、遠野市の読書活動の

推進に取り組まれていることについて、評価と

感謝をしている一人であります。 

 その上で、さらなる充実に向けて、何点か提

案をさせていただきます。教育長には先ほどの

質問とあわせて御答弁をお願いいたします。 

 読書通帳に取り組む図書館がふえてきました。
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読書通帳とは、銀行の預金通帳のような図書館

専用の通帳を言います。図書館に設置されてい

る専用の機械を通すと、借りた本のタイトルと

貸し出し日などが印字されます。自分の読書履

歴が一目でわかり、それがふえていく楽しみを

味わえる読書通帳は、子どもにとっても大人に

とっても魅力的であり、図書館の利用促進、読

書意欲を向上させるメリットがあります。 

 埼玉県行田市では、妊婦向けの手帳も作成し

て配布しております。妊婦さんにお勧めの本や

ＣＤが掲載されており、妊娠期から出産後に赤

ちゃんへ読み聞かせた本を40冊まで記録でき、

親から赤ちゃんへのメッセージも書き込めるこ

とができるそうです。親子の思い出として記録

に残せるもので、子育て支援としても活用でき

る取り組みであると考えます。読書通帳に取り

組んではいかがでしょうか。お考えをお伺いい

たします。 

 ２週間前、お隣の花巻市立東和図書館に行っ

てきました。書籍消毒器を見せていただくため

であります。書籍消毒器とは、安心して本を手

にとっていただくために、紫外線により本の殺

菌・消毒を行うものであります。大きさや機能

によって種類があるようですが、東和図書館に

設置されている消毒器はコンパクトなタイプで、

約40秒で殺菌・消毒が行われ、無料で利用され

ていました。貸し出しコーナーのそばに設置さ

れており、扉を開け、中に本を置き、戸を閉め、

開始ボタンを押す。子ども一人でも簡単に利用

できるものでありました。図書館の方にお話を

伺ったところ、小さなお子様連れの方や子ども

が主に利用しており、大変喜ばれているとのこ

とであります。不特定多数の方が利用する図書

館の本でありますので、感染症の予防など、衛

生状態を気にされる方もいらっしゃると思われ

ます。特に、子どもや小さなお子様連れの方が

多く利用する図書館の児童コーナー、宮守ゆう

ＹＯＵソフト館図書館分館、元気わらすっこセ

ンターのおやこくつろぎスペースなどに設置す

ることで、清潔に安心して本が利用でき、施設

の利用促進の効果も得られると考えます。書籍

消毒器の設置についてお考えをお伺いいたしま

す。 

 ビブリオバトルについて伺います。 

 ビブリオバトルとは、本を意味するラテン語

由来のビブリオと、戦いを意味するバトルを組

み合わせた造語であります。自分が選んだお気

に入りの本やお勧めの本を持ち寄り、決められ

たルールに従って本の魅力を紹介し合い、最後

は参加者全員で最も読みたいと思った本に投票

して、チャンプ本という一番の本を決定します。

新しい本の楽しみ方の一つとして、全国に広ま

りを見せております。ビブリオバトルのキャッ

チフレーズは、「人を通して本を知る、本を通

して人を知る」であり、コミュニケーションを

大事にしたゲーム感覚で読書を楽しむ取り組み

であります。 

 昨年の４月に閣議決定された文部科学省の第

四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な

計画」の中で、読書のきっかけとして、友人か

らの紹介が有効であると述べられています。読

書のきっかけづくりとして、読書意欲を高める

取り組みとして、ビブリオバトルを開催しては

いかがでしょうか。お考えをお伺いいたします。 

 図書館の使命は、住民や図書館利用者が必要

とする本や資料を保存・蓄積し、必要なときに

提供することだと認識しています。少子高齢化、

人口減少社会にあって、地域課題の解決、市民

の仕事や暮らしの困り事への解決支援に、図書

館が果たす役割は大きいものがあります。例え

ば、課題解決のため、生活の質の向上のために、

専門的な本や資料、情報が必要な場合がありま

す。しかし、専門的な本や資料は高額であった

り、一般の書店で見当たらないと、本や資料の

入手、情報の収集が困難になることが多々あり

ます。そんなときでも図書館に相談をしたら、

必要な本や資料を見ることができ、情報を得る

ことができます。図書館は、私たちにとって

「知」──知ること、知識の知です──知の

セーフティーネット、安全網でもあります。知

のセーフティーネットとして、地域の課題解決

の拠点として、図書館の機能を強く充実させて
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いく必要があるのではないでしょうか。私たち

の知りたいという欲求、地域課題や仕事や暮ら

しの中で解決したいというニーズに対して、利

用者が探している本や資料、情報を見つけてお

知らせをする。利用者のさまざまな問い合わせ

に対して、書籍やデータベースなどの資料を検

索し、答えやヒントを与える。図書館の役割の

中でも、こういったレファレンスサービスが重

要であります。レファレンスサービスが利用で

きることを知らない方が多くいらっしゃるので

はないでしょうか。レファレンスサービスの周

知と利用促進、図書館側の受け入れ体制の充実

に取り組むべきではないでしょうか。レファレ

ンスサービスの取り組みについて、御所見を伺

います。 

 「すべての人間は、生まれながらにして自由

であり、かつ、尊厳と権利とについて平等であ

る」とうたった世界人権宣言が国連で採択され

たのは、1948年のきょう、12月10日であります。

人権の問題について、最後に再び市長に質問を

いたします。 

 2016年12月定例会、手話言語法制定を求める

意見書が全議員賛成で可決、採択されました。

私にとって議員という立場をいただいて初めて

の定例会、教育民生常任委員会での請願審査、

そして本会議での意見書採択、傍聴席で見守っ

ていた関係者の皆様の笑顔、涙を流して喜ばれ

ている姿が、今でも忘れられません。議員活動

をする上で、私の大事な原点の一つとなってお

ります。 

 さて、同様の意見書は、全国1,788の全ての

自治体の議会において採択されました。そもそ

も手話とは、日本語を音声ではなく、手や指、

体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文

法体系を持つ言語、言葉であります。手話を使

う聾者にとって、聞こえる人たちの音声言語と

同じように、情報の獲得、コミュニケーション

の手段として大切にされてきました。しかし、

かつては聾学校では手話は禁止され、聾者は聞

こえる人と比べ情報量や学びの機会が少なくな

ってしまい、地域や職場などで孤立したり、社

会から差別されてきた歴史があります。 

 2011年に障害者基本法が改正され、手話が言

語であることが明記され、全ての障害者に可能

な限り手話を含む言語、その他のコミュニケー

ションのための手段について、選択と利用の機

会が確保されるとの規定がなされました。しか

しながら、残念なことではありますが、手話は

言語であるとの認識が幅広く社会一般へ広がら

ず、そのために、手話を習得することのできる

機会が確保されてきませんでした。 

 そのような中、2013年10月に鳥取県で、同年

12月に北海道石狩市で、手話言語条例が制定さ

れました。国ではなく、地方自治体がみずから

の意思で率先して「手話は言語である」という

基本理念を掲げ、言語としての手話の認識や手

話の習得の機会、身につける機会の確保を目的

に、さまざまな施策に取り組みはじめました。

この動きは、ことしの10月11日現在で、27道府

県７区210市41町１村の全国286自治体に広まり

ました。ちなみに、東北で県及び市町村のいず

れかで条例が一つも制定されていない県は、岩

手県と宮城県のみとなっております。まずは、

手話は言語、すなわち言葉であるということを

社会全体で理解し、認識し合うことが必要であ

ると考えます。市の職員や市民の皆様が手で伝

え合う手話を学び、そして、聾者と聴者がお互

いに尊重し合う心を養う環境づくりをすべきだ

と考えます。 

 遠野市として、「手話は言語である」と基本

理念を掲げ、手話を必要とする人が手話を使っ

て暮らし、ともに生きる地域づくりを推進する

ため、その基本となる手話言語条例を制定する

べきと考えます。御所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の一般質

問にお答えいたします。 

 一括方式ということで、それぞれ項目を上げ

ながら質問をいただきました。お答えする前に、

この一つのＩＣＴ（情報通信技術）の利活用の

推進をという項目につきましては、それぞれ項
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目が全部で５項目ほど質問の中に述べられてお

りました。 

 シェアリングエコノミーの利活用、オープン

データ・ビッグデータの利活用、ＩＣＴ人材の

育成、そしてまた、ケーブルテレビ網の光化、

ＦＴＴＨ化というものにつきまして、あるいは、

ＩＣＴ利活用の計画策定についてという部分の

中におきまして、私のほうからケーブルテレビ

の一つのいわゆる光化と、それから、ＩＣＴ利

活用の計画策定についてということに御答弁を

申し上げまして、シェアリングエコノミー、

オープンデータ・ビッグデータ、さらにはＩＣ

Ｔ人材の育成につきましては、ＩＣＴ担当課を

所管しております経営企画担当部長のほうから、

その分については御答弁申し上げますので、御

了承をいただければというように思っておりま

す。 

 それでは、順次お答えを申し上げてまいりま

す。 

 ＩＣＴの技術、大変の急速な進化と。平成と

いう時代を振り返れば、災害と情報だという話

がよく聞かれるわけでありますけども、とんで

もない勢いでもって、この情報化といったもの

が進んでいるというのが現実にあろうかという

ように思っております。まさに早く、そして、

平成に入って物すごい進歩をしたというよりも、

進化したというスマートフォンやタブレット、

ＩＣＴ機器、まさに我々の日常生活にはもう欠

かせない、一つの大きな流れになっているとい

うことになるわけであります。そういうことを

考えれば、まさに進歩し続けるＩＣＴ技術、特

にＡＩと言われる人工知能、このような問題、

さらには、もう既にキャッシュレス決済といっ

たことも、現実のものにもう既になってきてい

るという、この日常生活にも大変な中で我々の

周りにＩＣＴといったものが取り囲んできてい

るということになろうかというように思ってお

ります。 

 このような中におきまして、遠野市におきま

しては、平成27年度でありますけども、ＩＣＴ

を活用した情報環境整備研究会といったものを

開催いたしまして、ＩＣＴの利活用について、

いろいろ報告書をまとめたという経緯がありま

す。その中におきまして、この報告書の中にお

きまして、公営の公衆Ｗｉ─Ｆｉという一つの

取り組み、あるいは、テレワークセンター等一

つの立ち上げ、整備、クラウド、また、医療情

報ネットワークである岩手中部地域情報ネット

ワークに参加するなど、積極的にＩＣＴを利活

用した取り組みを進めてきているところであり

ます。 

 今後、さらにこのような一つの考え方に基づ

きまして、充実強化を図っていかなければなら

ないかというように考えております。 

 その中におきまして、遠野市の非常に大きな

ネットワークの一つでありますケーブルテレビ

網のＦＴＴＨ化と、いわゆる光ファイバー化と

いう部分につきましても、これも大きな課題で

はないのかなというように思っておりまして、

その中におきまして、このケーブルテレビ網の

ＦＴＴＨ化、いわゆる光ファイバー化につきま

しては、これをしっかりと、言うなれば、市内

全域にこのネットワークを構築しなければなら

ないかというように思っております。 

 昨日も防災という観点におきまして、この遠

野テレビの果たす役割ということで、菊池浩士

議員からも質問を受けているとこでございます

けども、そのような中におきまして、このネッ

トワーク、これをしっかりと確実なものにもっ

ていくという分におきましては、平成13年４月

からの開局し、既に18年経過いたしております

遠野テレビ、この遠野テレビの加入率は85％。

10月末現在でありますけども85％。正式に言え

ば85.6％ということになりますけども、非常に

高い。したがって、市民生活に役立つ情報を提

供する重要な役割を担っているということにな

ろうかというように思っております。 

 また一方においても、インターネットの加入

者も年々増加をしてきておりまして、さまざま

な利用への超高速、さらには大容量通信に対応

するために、いわゆる光ファイバー化、ＦＴＴ

Ｈ化といったものの整備は必要のものとして十
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分認識をいたしております。 

 ただ、この整備には多額の費用が必要である

ということも踏まえながら、ことしの７月であ

りますけども、県の統一要望の中にも、ＦＴＴ

Ｈ化に係る新たな補助金制度の創設を国に働き

かけるよう要望も行ったという経緯があります。 

 これを踏まえまして、遠野テレビの光ファイ

バー化に向けまして、これまでの整備実績を踏

まえながら、基本設計に向けた一つの取り組み

なども踏まえながら、順次この環境整備を急い

でまいりたいというように考えているところで

あります。 

 それから、ＩＣＴ利活用の計画策定、特にＩ

ｏＴの実施設計、実装計画でございますか。こ

れにつきましての状況でありますけども、当市

では、市民協働、官民一体によります遠野スタ

イル創造・発展によるまちづくりを目的と目指

しておりまして、ＩＣＴ化は、そのあらゆる分

野を実現を支える重要な一つの手段というよう

に位置づけておりまして、情報環境整備研究会

からの報告をさらに進化させるために、この部

分の重要性を十分認識しながら取り組んでまい

りたいというように思っております。 

 今後の、言うところの超スマート社会に対応

できるような、現状をしっかり把握しながら、

遠野市としての一つの身の丈の中から、このよ

うな取り組みを一つ一つクリアしてまいりたい

というように考えているとこでございますので、

御了承をいただければというように思っており

ます。 

 それから、手話言語条例につきまして、これ

も全国各地の状況も含めながら、この条例、そ

の部分についての小林議員のまさに思いといっ

たものも、しっかりと承ったところであります。 

 手話言語条例につきましては、手話が言語で

あるという認識に基づきながら、手話に関する

基本的な施策を定めながら、手話に対する理解

及び普及の推進を図りながら、御質問の中にも

いろいろ述べられておりましたけども、互いに

支え合いながら、そして、共生する地域社会を

目指すということになるわけでございますから、

極めて大事な一つの取り組みの一つではないか

なというように思っております。 

 聴障害者自立支援法に基づきながら、平成20

年度から、手話による通訳を必要とする障がい

者への支援といたしまして、病院受診や行政手

続等、手話通訳が必要な場合には手話通訳者を

派遣するという、そのような一つの事業も行っ

ているところでありますけども、しかし、残念

ながら、市内に手話通訳者は１名しかおらず、

なかなかその対応については、まだ充実したも

のとはなっていないということは十分私自身も

認識をいたしているところであります。 

 このことを踏まえながら、手話通訳者を目指

す方々をふやすために、今年度から新規事業と

いたしまして、手話通訳者の養成研修を行って

おりまして、現在13名の方が受講をしていると

いう状況にございますから、この方々がしっか

りと、まさにこの手話、言語としての手話とい

ったものを形にしてくれるんじゃないのかなと

いうことで、期待をいたしているところであり

ます。 

 また、国に対しまして手話言語法の制定、こ

れもいろいろ質問の中に述べられておりました。

これは聴覚障がい者の自立と社会参加を実現を

目指すことを目的とするという中におきまして、

今、全国手話言語市区長会という、そのような

組織に遠野市も入会をいたしました。そして、

入会することによりまして、全国の思いを同じ

する首長相互における連携と協力、さらには情

報交換を行いながら、聴覚障がい者に、何と申

しますか、直面する課題につきまして、手話言

語法、そのような法整備をはじめとした活動を、

積極的に市町村長同士の連携の中から国に働き

かけてまいりたいというように考えているとこ

ろであります。 

 なお、平成30年３月、遠野市で開催されまし

た岩手県聴覚障害者福祉大会での大会宣言、

「すべての人々の完全参加、平等に向けて」と

いう一つの中で、「自由に手話で話せる社会、

誰もが安心して暮らせる社会の実現」のため、

各種施策に取り組むという宣言が、平成30年３
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月の遠野市の大会でそのような宣言が採択され

ております。 

 この宣言にのっとりまして、手話奉仕員の養

成研修や手話通訳者派遣事業など、現在取り組

んでいる施策をさらに充実させ、手話に触れる

機会をふやし、手話に対する理解と普及を推進

しながら、手話人口の裾野を広げる活動をして

まいりたいというように考えているところであ

ります。 

 なお、手話言語条例の制定につきましては、

これをしっかりと今のようなことも踏まえなが

ら、あるいは、小林議員からの一つの思いとい

ったものを踏まえながら、この部分につきまし

て、いろんな方々の意見、あるいは市民や関係

者の方々の意見も聞きながら、これは検討課題

として位置づけて、このような方向にも真正面

から向き合いながら、手話言語という中に、地

域共生社会ということを目指しているわけでご

ざいますから、心のバリアフリーじゃなくして、

このような部分においても、しっかりと共生社

会の実現を目指す一つの対応を進めてまいりた

いと考えているとこでございますから、御了承

をいただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  経営企画担当部長。 

   〔総務企画部経営企画担当部長菊池享君

登壇〕 

○総務企画部経営企画担当部長（菊池享君）  命

によりまして一般質問にお答えをいたします。 

 まず、シェアリングエコノミーの利活用につ

いてであります。 

 シェアリングエコノミーは、質問にありまし

たように、個人などの保有する有形無形の遊休

資産を、インターネット上のプラットフォーム

を介して行う経済活動のことです。 

 本市におきましても、利用可能な建物、場所、

スキルなどの地域で活用されていない資源は、

多種多様に存在すると認識しております。この

ような資源を活用し、経済活動に結びつけるこ

とは、地域活性化に有効であると考えておりま

す。 

 このシェアリングエコノミーにつきましては、

比較的新しい取り組みであるため、全国の先進

地の事例を参考にしながら、本市としての取り

組みを判断してまいりたいと考えております。 

 次に、オープンデータの利活用についてであ

ります。 

 オープンデータの利活用の状況につきまして

は、全国の自治体の取り組み率は37％となって

おり、国は令和２年度までに取り組み率を10

0％にするということを目標としております。 

 県内では、岩手県と４つの自治体がオープン

データの公開を行っておりますが、岩手県は全

国と比べて低い取り組み率となっております。 

 オープンデータを公開することにより、民間

事業者による活用のほか、災害時の避難場所や

観光情報のアプリ開発など、産学官共同による

取り組みも期待されます。オープンデータの研

修会に職員が参加しながら、現在オープンデー

タの公開に向けた検討を進めているところです。 

 次に、ＩＣＴ人材の育成についてです。 

 ＩＣＴ人材の育成については、ＩＣＴを活用

した情報環境整備研究会の報告書において、情

報リテラシー、これは情報機器を活用して情報

データを管理・活用する能力のことであります。

これと、人材育成の重要性が記載されておりま

す。 

 ＩＣＴを正しく安全に利活用をするためには、

市民全体の情報リテラシー向上も重要でありま

す。 

 遠野みらい創りカレッジ内のふるさとテレ

ワークセンターでは、各種プログラムが開かれ

ています。このプログラムに参加した社会人や

大学生が、テレワークセンターでの多様かつ柔

軟な働き方を経験することによって、遠野市か

らもＩＣＴ人材を育てていくということが、地

方創生の視点や若者の定着、移住の面からも重

要であると考えております。 

 遠野みらい創りカレッジにおいては、小学生

を対象としたプログラミング教育も実施するな

ど、民間レベルの取り組みも行われております。 

 また、市職員に関しては、ＩＣＴを正しく安

全に使用できるよう、全職員を対象に情報セキ
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ュリティー研修を毎年行っております。 

 ＩＣＴ人材の育成は、今後ますます重要にな

ってくると認識しております。今後も継続して

取り組んでまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  それでは、私のほう

からは、読書活動のさらなる推進についてお答

えいたします。 

 まず、読書活動の推進でございますが、議員

御案内のとおり、読書というのは知識を得るだ

けじゃなく、想像力、思考力、そして心豊かに

するというのは、そのとおりでございます。加

えまして、子どもの時期から本に触れ親しむ体

験をするということは、その後の読書活動にお

いて大変重要であるというふうに認識してござ

います。 

 当市の図書館事業につきましては、通常、本

の貸し出し、蔵書管理・閲覧、レファレンス

サービス等の業務に加えまして、季節や歳時記

に合わせた企画展示、それから、図書館主催の

研修会や講座の開催を行っております。 

 また、館外、外の事業におきましては、移動

図書館車で市内９地区へ図書の巡回の貸し出し

をしており、学校施設、福祉施設等への提供も

行い、多くの方々に図書を貸し出しているとい

うことでございます。 

 平成30年度におきましては、館内、館外を含

め、10万冊を超える図書を貸し出しておるとこ

ろでございます。また、ボランティアの協力の

もと、１歳児を対象とした健診会場において、

親子で本に触れる機会の提供及び情操教育を目

的としたブックスタート事業を全12回、昨年度

実施しておるところでございます。 

 加えまして、本年11月、青笹小学校を会場に、

岩手県学校図書館研究大会が開催されておりま

す。その中の発表において、市内の中学校から、

市立図書館と学校図書館の連携に係る遠野市の

取り組みについて示されたところでございます。 

 このような取り組みを踏まえまして、読書活

動の推進のさらなる充実を図ってまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

 次に、読書通帳の取り組みについてでござい

ますが、県内におきましては、図書館専用の読

書通帳の機器を導入しておるのは、14市中３市

でございます。それ以外の市におきましては、

それぞれ独自の用紙を活用し、履歴の提供を行

っているところでございます。 

 当市におきましては、毎回の貸し出しの際に、

これまでに読んだ本の履歴がわかるように、最

大で10冊分を表示して情報を提供しており、昨

年度は延べ１万7,000人に提供をしておるとこ

ろでございます。 

 議員御案内の図書館専用の読書通帳機器を導

入するに当たっては、500万円程度の費用がか

かるということは承知してございます。現状に

おきましては、利用者に喜んでもらえるような

工夫を加えまして、本市の取り組みをより広く

周知し、読書意欲の向上と利用促進を図ってま

いりたいと考えております。 

 書籍消毒器の導入につきまして、同様、県内

におきましては、この機器を導入しておるのは、

14市中２市でございます。書籍消毒器は、紫外

線を使って書籍を殺菌・消毒、そして、本を風

に充てて、ごみやにおいをとる機械というふう

に承知しておりまして、費用は90万円程度が必

要であろうというふうに思ってございます。 

 当市におきましては、図書が返却された際に、

ほこりを払い、除菌シート、メラミンスポンジ、

布等を用いて拭き取り等を行うなど、衛生面へ

の対応を行ってきているところでございます。

特にも幼児・児童用図書につきましては、より

一層吟味し、安全・安心の図書の貸し出しに努

めておるところでございます。 

 書籍消毒器の導入につきましては、今後、そ

の性能、効果、有効性等について検証をした後

に考えてまいりたいというふうに思ってござい

ます。 

 次に、ビブリオバトルの取り組みについてで

ございますが、議員御案内の第四次「子供の読

書活動の推進に関する基本的な計画」、この中
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におきまして、１カ月に１冊も本を読まない児

童生徒の割合、いわゆる不読率となりますが、

平成29年度、小学生が5.6％、中学生が15.0％、

高校生が50.4％となっており、高校生の不読率

が特にも高くなっているところでございます。

また、この計画中に、高校生の不読率の改善を

図るための手法として、ビブリオバトルが有効

であることが紹介されておることは承知してご

ざいます。 

 ビブリオバトルとは、本のすばらしさを書評

で競う新しい本の楽しみ方の取り組みの一つで

ありまして、当市においては、昨年12月に、図

書館職員、小中学校の教諭、読書ボランティア、

そして一般の利用者を対象としまして、体験的

なビブリオバトルの研修を実施したところでご

ざいます。また、市内におきましては、国語の

授業を通してビブリオバトルを実施している中

学校もございます。 

 ビブリオバトルも含めまして、読書会、ペア

読書、ブックトーク等の実施もありますので、

それぞれの実情に応じた取り組みを行い、読書

のきっかけづくり、そして、読書意欲を高める

取り組みを進めてまいりたいというふうに思っ

てございます。 

 レファレンスサービスの取り組みについてで

ございますが、レファレンスサービスは、利用

者からの求めに応じて、図書館職員が情報や資

料の検索、提供、回答の業務を行うことでござ

います。 

 本市におきましては、利用者に対して、どの

ような図書を探しているのかを聞きながら、目

的の本の提供を行っておりますし、市図書館に

蔵書がない場合には、他の図書館から取り寄せ

ての貸し出しにも対応をしておるところでござ

います。 

 資料・情報を求めている利用者については、

データベースやインターネット等をツールを活

用しまして、適切な資料の提供に努めており、

遠野の歴史、郷土芸能に関すること、植物の育

て方、年中行事に関する問い合わせが、本市で

は多い状況となってございます。 

 レファレンスサービスにつきましては、現在、

利用案内の周知はしてございますが、今後にお

きましては、窓口への掲示やホームページ等へ

の掲載等を行いまして、より一層利用者への周

知を図ること、これが肝要であろうというふう

に考えており、ひいては、図書館の利用促進に

つながるものと考えてございます。また、レフ

ァレンスサービスの利用状況に応じた体制づく

りにも努めてまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時04分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。６番小林立栄

君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  大項目それぞれに再質

問をいたします。 

 御答弁を伺って、ＩＣＴについて、さまざま

検討をしながら充実強化を図っていく必要があ

るとの重要性についての認識については、やは

り共有できているのかなと感じております。 

 このＩＣＴを市民生活に生かしていくには、

産官学の取り組み、つまり行政と民間と大学、

遠野で言えば、私は高校というのも含めてもよ

いのではないかなと考えております。そういっ

た産官学の連携によるＩＣＴ活用ができる人材

の活用、そういった人材の育成、そして、実際

に取り組みを進めていくということが非常に大

事であります。 

 例えば、オープンデータ、質問として上げま

したが、本市が保有する公共データを二次利用

可能な形式で積極的に公開したとしても、それ

らのデータを民間側が活用してアプリに結びつ

けなければ、地域課題の解決や新たな行政サー

ビス、地域活性化を生み出すことは難しくなり

ます。 
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 そこでお伺いをいたします。市職員派遣研修

制度を設けるなど、行政と民間、ＩＴ企業であ

ったり、シェア事業者との相互の人材交流の促

進で、人材育成ともあわせて協力関係の構築が

必要になってくるのではないかと考えます。遠

野みらい創りカレッジとの連携強化も含めてで

すが、その点についての御所見をお伺いいたし

ます。 

 また、福島県の会津大学では、会津オープン

イノベーション会議という産官学の取り組みを

展開しております。１回目の質問で述べました

が、消火栓の位置を知らせるアプリの開発と実

用化に至ったこの経緯というのは、この会津

オープンイノベーション会議によるところが大

きかったそうです。会津オープンイノベーショ

ン会議という場において、地域課題として、消

防団員が管轄外の火災現場に向かった際、消火

栓を探すために大変な苦労と時間がかかってし

まう。また、特に冬場に消火活動をする際に、

会津ですので雪で消火栓が埋まってしまい、ど

こに消火栓があるか発見するのが難しいという、

地元消防団から課題を提起していただいた。行

政は消火栓の位置を示したオープンデータを公

表していると。地元のＩＴベンチャー企業はア

プリを開発。そして、完成したアプリを地元消

防団が活用をすると。大ざっぱな一連の流れを

述べましたが、会津オープンイノベーション会

議において産官学が連携し、地域課題の解決と

ＩＣＴ人材の活用と育成に取り組んでおります。 

 会津大学や岩手県内の大学、特に遠野市の場

合は、県立大学と包括的連携を結んでおります。

大学との積極的な連携と展開が必要ではないで

しょうか。お考えをお伺いいたします。 

 次に、読書活動の推進についてお伺いをいた

します。 

 御答弁もございましたが、御答弁のとおり、

読書通帳についても、機械の導入には約500万

円、１通当たり数百円の発行費用がかかるなど、

やはり多額の費用がかかるそうであります。た

だ、導入している図書館の多くは、銀行や書店

などの地域企業、事業者にスポンサーになって

もらうことで、無料配布を実現しております。

通帳にスポンサー企業の名前を載せているケー

スもあり、企業にとっても地域貢献活動を広く

市民に周知できると同時に、高い広告効果が期

待できます。以前の一般質問でも、雑誌スポン

サー制度を提案した経緯がございます。書籍消

毒器についても、財源あるいは費用対効果など

同じ課題を抱えているわけですが、改めて企

業・民間事業者との連携による読書活動の推進

も大事ではないでしょうか。手法としての御所

見をお伺いいたします。 

 ３点目、手話言語条例について、もう一点質

問をいたします。 

 手話が必要な皆さん、ボランティアや各関係

団体の皆様の、やはりひたむきな活動が実りつ

つあるのかなと、ちょっと希望を抱ける御答弁

をいただきました。 

 そこで質問でございます。この手話言語条例

の大きな柱、もう一度確認をいたしますが、手

話は言語であることの認識、それと手話普及で

あります。私も少しずつではありますが、手話

の勉強を続けております。当事者である講師の

先生から、これまでの苦労や辛かった経験、そ

して現状についてお話を伺うたびに思うのです

が、やはり悩み苦しんだ人は、その分それ以上

に幸せになる権利があると私は思っているんで

す。この手話言語条例を制定し、条例に基づい

た取り組みを、やはり誠実に実施をしていただ

きたい。国への働きかけ、これも大事でござい

ます。もう大変そこは理解をいたします。です

が、大事なことは、手話は言語だよということ

を市民みんなで認識をしていくことなんです。

そして、じゃあ、そのためには、遠野市として

は何ができるんだろうか、そういったところを

この条例に盛り込みながら、やはり進めていく。

そういったところに、この手話言語条例の大き

なやはり意義もございます。ぜひ当事者の方、

ボランティアなど手話にかかわっている方々、

聴覚障害者協会などの各団体、市民、行政も一

緒になり、手話言語条例制定に向けた検討をす

る組織のようなものを設置をしたり、また、手
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話言語条例についての講演会やセミナーの開催

など、みんなでともに学び、ともに検討をして

いく体制整備が必要だと考えます。この点につ

いての御所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林議員の再質問にお

答えを申し上げます。 

 ＩＣＴの利活用という中で、さまざまな切り

口の中でこれを取り組んでいかなければ、やっ

ぱりこの一つの自治体にしても、いろんな組織

にしても、産学官という言葉が出ましたけども、

それに産学官金労言という一つの言葉の中で、

地方頑張れということがその中にうたわれてい

るわけでありますけども、このＩＣＴの利活用、

ますます産学官での連携での一つの取り組みが

必要になってきているんではないのかなという

ように思っております。民間企業との交流など

も当然のことながら、産学でございますから、

それも必要であるという中で、平成23年に全国

38自治体で民間企業等の中で構成されました自

治体ＩＣＴプロジェクトへ、遠野市も参加をい

たしております。 

 さらには、平成26年でありますけども、これ

は情報通信研究機構と、通称ＮＩＣＴという組

織でありますけども、ここで実施された民間企

業とのネットワーク技術の実証試験などにも参

加をしながら、さまざまどうしたらという部分

で取り組んでいるということであります。 

 また、今、ＩＣＴ健康塾というものも進めて

いるわけでありますけども、これもＩＣＴ技術

を使いながら、健康寿命の延伸という部分の中

に、しっかりこれも産学官の取り組みの中で進

めているということでありまして、これらのプ

ロジェクトには、いずれも職員が積極的に参加

しながら、民間企業のノウハウ、あるいは進化

し続ける情報通信技術、ＩＣＴ、今どのような

状況になって、それをどう取り込んだらいいの

かという部分等、今進めているところでござい

ますし、今、総務省のほうからモデル事業であ

りますけども、郵便局一つの拠点とＩＣＴを使

っての一つの安心安全の確認をどのように進め

たらいいのかという部分も、これも民間企業と

の連携の中からいろいろ進めているということ

でございますので、これらに積極的に職員も参

加しながら、一つの民間のノウハウ、あるいは、

進化し続けるＩＣＴをどう利用するのかという

ことにつきまして、積極的に取り組んでまいり

たいというように思っております。 

 さらには、今、会津大学、県立大学の連携の

話が出たところであります。これにつきまして

は、質問の中にありましたけども、岩手県立大

学とは平成19年に包括協定を締結いたしながら、

県立大学の持っているノウハウ、知的財産と申

しますか、そういったものをうまく取り組みな

がら、遠野市としてもいろんな形での御指導を

いただいている。今進めている総合防災行政無

線などにつきましても、ベストミックスという

言葉の中で、遠野テレビとどのような連携を図

ったらいいだろうか、あるいは、消防防災無線

とどのような連携を図ったらいいだろうか。あ

るものとうまく連携を図りながら、ＩＣＴとい

う中で県立大学のノウハウ、さまざまなそのよ

うな指導もいただきながら、これは、一つとし

ては、ＩＣＴを活用した情報環境整備研究会と

いったようなものが平成27年に立ち上がってお

ります。さらには、平成29年でありますけども、

災害時における情報伝達システム導入検討会議、

これには当時の県立大学の柴田副学長が座長に

なっていただきまして、先ほど申し上げました

ベストミックスという一つ言葉の中で、そのよ

うなシステムを構築しようという部分で進めて

いるところでございますので、これからもこの

ような中でしっかりと産学官という一つの取り

組みの中から、遠野の一つの安心安全、あるい

は、住んでよかったというような環境に持ち込

みたいというように思っているところでありま

す。 

 さらには、手話は言語だという話がありまし

た。文字どおり、先ほどの午前中の答弁の中で

申し上げましたけども、今13人の方が手話に、

この研修会に参加しながら、手話というものを
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言語だという中で今取り組んでいることを申し

上げたところであります。 

 遠野市は、岩手県の中におきましても、パラ

リンピックを一つ目前に控えながら、共生社会

のホストタウン、それから、先導的共生社会の

ホストタウンとしての認定、指名をいただいて

いることを考えれば、パラリンピックのホスト

タウンの一つのコンセプトの中には、「違いを

知る、違いを尊重する、違いとつながる」とい

う、そのような中でのコンセプトの中で、共生

社会を目指そうという一つの取り組みを今進め

ているところであります。 

 実は、ことしの７月、ブラジルの視覚障害者

の選手団の方々がブラインドサッカーで遠野に

訪れました。多くの中学生、高校生、あるいは

保育園の園児等がしっかりと選手団の方々と向

き合って、まさに違いを知る、違いを尊重する、

そして、違いとつながるという部分の中で、子

どもたちがしっかりと向き合っていただいたと

いうことが７月にあったわけであります。ブラ

ジル選手団が2020年のパラリンピックの本番の

ときには、また遠野を訪れたいという。しかし、

私どもには決定権がないという中で帰国をして

いったわけでありますけども、つい先般、また

非公式でありますけども、来年のパラリンピッ

クの本番には、合宿を遠野で入りたい、遠野で

行いたいというような選手団の意向が、本国政

府がそれを認めたというような、そのような情

報も入ってきております。そうなると、まさに

この共生社会といったものをどのように構築す

るかとなれば、この手話も言語だということを

考えれば、手話言語条例といったようなものも、

やっぱり制定を急がなければならないんではな

いのかなという認識をしておりますので、障害

者自立支援協議会あるいは健康福祉の里の審議

会などがありますので、早速そういった組織と

も御相談申し上げながら、この条例制定の一つ

の作業を急ぎたいというように考えているとこ

ろでございますので、それを申し上げて答弁と

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  読書通帳に係る機器

の導入に係る再質問についてお答えをいたしま

す。 

 議員のほうからは、具体的にその導入に係る

御提案を今いただいたところでございます。 

 現在、県内におきまして３市が導入しておる

というふうに、先ほど御答弁を申し上げました。

この３市の導入の経緯、そして、導入後、読書

活動の推進または利用者の利用促進、そして、

それにどのような効果があったか、有効性があ

ったかというところを今後調査検証をするとと

もに、御提案いただきました企業、民間事業者

との連携も視野に置きまして、対応してまいり

たいというふうに存じております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  読書活動推進、手話言

語条例制定についても、前向きな御答弁もいた

だきました。当事者の方、また、読書を楽しみ

たいと思っている方にとっても、やはり大きな

前進となる御答弁だったと思います。 

 ＩＣＴについても、市長のほうからも、やは

りケーブルネット網についての光ファイバー推

進についての御答弁もいただきましたが、やは

り私は、遠野だからこそＩＣＴを推進して、実

際の生活に役立たせることができると考えてお

ります。やはり大事なのは、ケーブルネット網

がある。これは大変大きなことでございます。

これをゼロから始めるとなると大変なことであ

りまして、ただ、国の補助事業、単年度で使い

にくい補助事業であったりとか、やはり財源的

な課題も抱えているというのは認識をしており

ます。でありますが、やはり大事な取り組みで

ございますので、今ある資源をブラッシュアッ

プして、光ファイバー化を推進をしながら、さ

らにＩＣＴを進めていただきたいと考えており

ます。 

 やはりこのＩＣＴという分野は、やはりどう

しても財源、コストという大きな課題も抱えて

おります。ぜひ先進自治体であったり、近隣の
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自治体、あるいは、菊池市など友好関係のある

自治体などとも横展開を図って、低コストで有

効性の高いサービスを導入していくなど、ス

ケールメリットを生かした方法もあると考えて

おります。ぜひ積極的に今後も御検討をいただ

いて進めていただきたいと考えを述べまして、

一般質問終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。２番

佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  こんにちは。佐々

木恵美子です。私のモットーとする井戸端会議

ですが、その中で「ゆるぐねごど」と、大変な

こととして寄せられた市民の声を届けながら、

市長にお考えを伺ってまいります。 

 質問の大綱は、大きく２つです。 

 １つ目は、医療に関する不安や負担を和らげ

るための支援の必要性について。２つ目は、小

さな拠点と地域交通の構築について、その進捗

状況と方針について、一問一答で進めてまいり

ます。 

 まず、医療に関する不安や負担を和らげるた

めの支援が必要ではないかという観点から、市

長にお伺いします。市内・市外における医療機

関の利用情報についてですが、市内での通院は

もとより、諸事情により市外沿岸や内陸、盛岡

や花巻、北上で受診される方々も多いのではな

いでしょうか。おおよその利用状況についてお

聞かせください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木恵美子議員の一

般質問にお答えを申し上げます。 

 一問一答方式ということで、まず医療機関に、

市内外における医療機関の利用状況についてと

いうお尋ねでありました。これによりますと、

平成30年度における国民健康保険加入者から算

出したデータで医療機関への利用状況を把握い

たしました。当然市内での受診が多く、次いで、

花巻市、盛岡市、北上市、釜石市という順にな

っておりまして、市内外の割合につきましては、

おおよそでありますけども、国民健康保険の市

内利用が７割、市外利用が３割という状況であ

りまして、県外の利用もあることはあるわけで

ございますけども、１％に満たない状況である

という、そのような利用状況になっております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  今の御答弁の中に

は、市内の病院に通われている方が多く、市外

には少ないという御答弁ではありましたけども、

ことし６月の私の一般質問の最後に、80代の高

齢者夫婦が県中央部の病院で医療を受けている

体験をお伝えしました。そのときは市長に答弁

を求めずに終わらせてしまったのですが、入院

している重篤な奥さんを支えようと、当時85歳

の御主人が自身の運転で毎日病院に通う日々の

様子でした。長時間の車の運転は、ゆるぐねえ

ごとです。市長の記憶にありますでしょうか。 

 この御夫婦と同じように、市外の病院で医療

を受ける家族の付き添いであったり、御自身の

検査や医療を受ける目的であったり、市民の皆

さんが市外の医療を受けなければいけない現状

についてどう思われますか。お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市外の医療機関を受け

る場合におけるこの現状、特に、ふえる一方の

高齢者の方々への対応という中で、６月審議会

における対応なども含めて御質問をいただきま

した。高齢者の方々が、まさに市外の医療機関

を利用する、そのような一つの状況につきまし

て、現況がどうなっているかというお尋ねでご

ざいましたので、健康福祉部長として、市民医

療連携室の室長でもあります健康福祉部長のほ

うから、その現状等、今どのような状況になっ

ているのか、また、どのような対応をしている

かについて御答弁を申し上げますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域

包括支援センター所長鈴木英呂君登壇〕 
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○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（鈴木英呂君）  命によりま

してお答えいたします。 

 本市における12月１日現在の65歳以上の高齢

者は１万493人であり、高齢化率は39.4％とい

う状況にあります。 

 このような中で、自家用車あるいは公共交通

機関を利用し、市外の医療機関に通われる方も

少なくはないと思われます。 

 遠方での受診、交通手段や金銭的な不安、精

神面なども高齢者に限らず、負担も大きいと理

解しているところです。 

 ただ、一概に市外、遠方という枠でくくるこ

とは非常に難しいものであり、地理的な要件や

交通の便にも左右されるものであり、それぞれ

の地域事情、地域の立地条件などが関係するも

のであります。 

 本県の面積は広く、本市も例外ではなく、立

地上、高度・特殊と言われる医療機関への交通

手段としては、本市としては、そのような状況

にあっても、近年のインフラ整備も着実に進ん

でいるということも認識しながら、対応を考え

ていかなければならないものと理解しておりま

す。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  現状について市の

ほうでも認識されているということですが、た

だいまインフラの整備も進んでいるというお話

もありました。市外医療機関を利用される方々、

特にもう高齢者やその家族は、遠方となること

から、事故の心配や、長時間の運転で身体的・

精神的な不安を生じているようです。例えば、

検査で何度も通う必要があったり、入院する家

族のお世話であったり、あるいは定期検診であ

ったりなど、事情はさまざまです。特に冬道は、

慎重な運転で往復し、家に戻ると疲労こんぱい

と聞いております。けれども、子どもがいない、

自分がやらなくてはならないと頑張っているが、

ゆるぐねえと。市では何が考えてくれねべがと、

市内においてこのような話は少なくありません。 

 また、全国的に医療機関の再編が計画されて

いることから、遠野だけに限ったことではない

と思いまして、他の自治体の取り組みを調べて

みました。お隣の青森では、経済的・精神的・

身体的負担を軽減するサービスがありました。

電話でその内容についてお話をしていただきま

したので、御紹介いたします。 

 青森県立中央病院の患者さんの通院や入院、

付き添い家族の通いの負担を軽減するための取

り組みです。病院から徒歩５分ほどの空き官舎

を、宿泊や滞在ができるように活用されていま

す。運営をＮＰＯ法人に委託し、部屋のタイプ

もシングルとツイン、ダブルと11部屋用意され

ているようです。１泊税別2,500円ほどで、患

者さんの様子から最長14泊の滞在が可能であり、

食事は消防法の関係から火の使用はできず、外

食やお弁当を注文できるそうです。高齢者の利

用がやはり多くなっているということですが、

医師より検査結果の説明に立ち会いを求められ

た御家族が、居住している関東などの遠方から

来た際などに宿泊されることもふえていると聞

いております。仕事で時間が限られる御家族に

とっては、新幹線の停車駅に近いことも助かる

と、利用者の声があるそうです。もちろん出産

を控えた本人と家族も滞在できるとのことでし

た。 

 このような、先ほど述べた遠野市の現状を踏

まえまして、この事例について、市長、どのよ

うな感想を持たれたでしょうか。お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  やむを得ず市外の医療

機関を活用というか、利用をせざるを得ないと

いう部分の中に、今、青森県の一つの例なども

紹介をされておりました。この一つ例と上げら

れました青森県の例などは、ＮＰＯ法人が運営

する患者本人やその家族のための宿泊施設、７

年ほど前から行っているということの情報をい

ただいております。県の補助を受けながら、病

院公舎の一部を利活用されている仕組みだとい
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うように聞いているところでありまして、この

ようなのを一つのこれからふえる一方のという

よりも、交通弱者と言われる、あるいは通院弱

者と言われる、そのような、まあこの言葉も私

はあんまりいい言葉ではないのかなと思っては

いるんですけども、そういった交通弱者、ある

いは通院弱者といった方々にどのように向き合

うのかという部分につきましては、ただいまい

ろいろ紹介があった点についても、これも遠野

市としても一つの検討課題として向き合わなけ

ればならない一つの課題ではないのかなという

ように承知をいたしているところでございます

ので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  市長も課題として

思っているということで、少し安心しました。

これは高齢者に限ったことではありません。妊

婦やその家族も同様の不安があるのではないで

しょうか。市内には常駐の産科医がおりません。

遠野病院での週１回の診察は、産科医でありま

す。市の助産院もあり、助産師もおりますが、

急変事態に30分で医療機関に着くことが、母子

の命、安全なお産のための条件である観点から、

出産は扱わないことは理解しております。私も

出産の際、危険な状況を、状態を身をもって経

験しておりますから、理解し得ます。ただ、設

備のある医療機関での出産は、妊婦や御家族に

とっても望まれることではないでしょうか。 

 産科医の常勤確保も、まだ時間がかかること

も理解しなければならないこととは思うのです

が、妊婦、特にも２人目以降の経産婦におきま

しては、思いのほか想定外にお産が進み、病院

に向かう途中の車の中で自身で子どもを取り上

げた方もいらっしゃいます。お話を聞きました。

生まれたての子どもの体温が下がらないように、

両手と胸元で包み込みながら病院へ向かったと

いう話を聞いたときには、女性のたくましさを

感じるとともに、無事であったからよいものの、

もしも命に、危険にかかわる事態になっていた

と想像されると、新たな出産のサポートの必要

性を考えられずにはいられません。 

 現在、市においては、出産の兆候が進んだ妊

婦のサポートについては、助産師や救急隊の皆

さんに事態を想定し、連携した対応に務めてい

ただいております。 

 ここで、青森県七戸町の取り組みを御紹介し

ます。 

 七戸町では、出産の兆候があるなどの妊婦が、

出産予定の病院の近くの民間ホテルなどに宿泊

する際は、１泊5,000円、２泊まで宿泊助成を

しています。出産前の入院に際しては、出産の

兆しや何かしらのリスクが見られない場合、費

用は保険適用外ですので、病院でなく、ホテル

などでの宿泊助成は、出産への不安と経済面へ

の負担軽減になると考えられます。七戸町は、

妊婦健診の際の病院までの交通費助成、診察費

用助成、産後１カ月の子どもと本人の健診費用

のほかに、この宿泊助成もしています。遠野市

と同様に、出産できる病院まで30分から１時間

の移動となるので、出産サポートの選択の一つ

として用意されています。 

 このような七戸町の出産サポートについては、

市長、どう思われますか。お聞かせください。 

○議長（浅沼幸雄君）  答弁、本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  少子化という一つの流

れの中に、遠野に生まれ育ってよかったと、生

み育てる環境をしっかりつくらなければならな

い、「子育てするならば遠野」という部分をス

ローガンにしながら、さまざまな環境づくりに

取り組んでいるということは、御案内のとおり

であります。市内に出産できる産科医がいなく

なったという部分の中で、みんなで知恵を出し

ながら、助産院ねっと・ゆりかごという公設助

産院を立ち上げたということは、佐々木議員も

御案内のとおりだというように思っております。

今、その中におきまして、３人の助産師を市職

員として採用をいたしまして、しっかりと妊産

婦の方々と向き合うという環境をつくっており

ます。そして、その中におきまして、ただいま

お話ありましたけども、いろんな形で助産師の
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方々が妊婦の方一人ひとりに対しまして、出産

時の移動手段や、移動手段が確保されているの

か、それから、そのことの確認、あるいは、不

安解消のためのもろもろの相談や助言などをき

め細やかに行っているという、遠野スタイルの

一つの仕組みがあるわけであります。 

 また、妊婦は健診のために、十月十日とよく

言われるわけでありますけども、出産までにつ

き15回程度、それこそ取り上げてくれる産婦人

科医院のほうに行かなければならない、健診の

ために。そのたびに市外の病院に通院するため

の交通費の助成制度も設けながら、経済的な負

担軽減を図りながら対応をしてきているという

状態、状況にあります。 

 さらには、妊婦の、今、緊急搬送、そのよう

なこともいろいろ事例として上げられておりま

したけども、これを想定しながら、助産師の同

乗、あるいは救急隊員、救急救命士ですね。救

急救命士の救急隊員がしっかり連携を図りなが

らという部分で、新生児心肺蘇生資格を取得す

るなど、緊急の場合における一つの職員のスキ

ルアップにもしっかりと取り組んでいるという

一つの状況であります。 

 さらには、救急車に携帯型の分娩監視装置も

一つ導入をするという方向でも、今、検討を進

めているところであります。 

 これからも助産院ねっと・ゆりかごを一つの

核にしながら、消防職員、あるいは看護師、助

産師、そしてまた栄養士、さまざまなマンパ

ワーを、まさに妊婦の皆様、あるいは家族の皆

様を取り囲むようにしながら、安心・安全で生

み育てる環境に全力を上げてまいりたいと。も

ちろん産婦人科医の招聘ということについては

決して諦めているわけじゃなくて、これからも

粘り強くその部分についても取り組んでいかな

きゃならないということはもちろんであります。 

 したがいまして、この一つの認識であります

けども、多くの妊婦の方々はリラックスしてで

きる一つの家庭の中で、家族の中で、家庭の中

で過ごしたいという方がほとんどであるという

ことも、そのような報告も受けていることであ

りますから、ただいま提案のあったような内容

の中でどのように向き合えばいいことにつきま

しては、もう少し関係者の御意見、あるいは妊

婦の皆様のさらなる要望、そういうようなこと

もお聞きしながら、やっぱりしかるべき望まし

い、ベストというわけにはいかないでしょうけ

ども、ベターなそのような仕組みづくりに、さ

らなる努力をしてまいりたいというように考え

ております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  課題として全力で

取り組んでいかなければいけないと、そういう

意識でいらっしゃる市長のお気持ちはわかりま

した。 

 しかし、なぜ市民の皆さんが市外に医療を受

けに行かなければならない状況があるのか。そ

の背景には、市内の医療が充実していない現状

もあるのではないでしょうか。ゆえに、やっぱ

り市外の医療が必要な市民の皆さんに対しまし

ては、市がサポートすることは当然のことでは

ないかと思います。 

 先ほどの出産、妊婦さんの状況のお話を、説

明が、答弁ありましたけども、確かにリラック

スした状況で出産間際まで家庭で過ごしたいと

いう妊婦はいらっしゃると思うんです。しかし、

中には、やはり心配で前から泊まりたいんだと

いうお気持ちの持つこともあると思うんです。

ですので、サポートの選択肢の一つとして取り

組んでいただきたい、そういう気持ちです。 

 また、この出産前の宿泊助成につきましては、

市の単独事業としてなり得るのではないかと思

いますが、医療機関の官舎を利用しての宿泊や

滞在ができるような負担軽減につきましては、

当然市だけではできるものではないと思います。

先ほども御答弁にありましたとおり、青森県で

も県の補助をいただきながら、県と連携して取

り組んでいるというふうに答弁いただいたよう

に思っておりますが、もちろん私もそう思いま

す。近隣市町村であったりですとか、関連機関

との連携して取り組みがなければ、なし得ない
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ものではないかと考えますが、この実現の可能

性につきましては、市長自身はどのようなお気

持ちでいらっしゃいますか。お聞かせください。 

○議長（浅沼幸雄君）  答弁、本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  少子化という一つの流

れの中で、産婦人科医もいないという状況の中

で、今、岩手県内も産婦人科医の、つい先般も

中央病院から産婦人科医が引き上げるというよ

うな、そのような大変ショッキングなニュース

が流れ、慌てふためいたということも御案内の

とおりであります。そのようなことを踏まえれ

ば、少ない産婦人科医の先生方の一つの安心・

安全という中で、妊婦の方、あるいは家族の

方々が向き合うということになれば、やっぱり

新たな一つの仕組みもつくっていかなければな

らないというように今思うわけであります。 

 情報通信が、先ほど小林議員のほうからも出

ましたＩＣＴ利活用と、遠隔医療と。今思い出

せば、10年以上前でありますけども、遠隔医療

という中でねっと・ゆりかごを立ち上げたとき

は、ほとんど相手にされませんでした。何考え

てんだと。医療法20条というものを持ち出され

まして、対面診療が原則なので、遠隔で処方す

るということはいかがなものかというような、

そんなものはとんでもないというような時代で

あったんですけども、今やごく当たり前の仕組

みになってきているということの、なっている

わけでありますから、安心・安全、生み育てる

という、そのような環境の中におきましては、

今、佐々木議員から選択肢の一つとして考えて

みてはどうかということであったわけですから、

もちろん選択肢の一つとして、そのような安

心・安全を確保していかなければならない。し

かし、その仕組をつくっているといっても、よ

く私言うんですけども、十月十日たてば赤ちゃ

んは生まれるわけでありますから、それを待っ

ているわけにはいかないという中で、今のよう

な仕組みを、助産師を３人採用しながらという

部分で懸命に頑張っているという部分があるわ

けでございますけども、そのような一つの仕組

みづくりに、新たな仕組みづくりにしっかりと

我々市町村も向き合っていかなければならない。

そのためには、まさに連携とネットワークでは

ないのかなというように思っているとこでござ

いますから、選択肢の一つとしてということで

あれば、文字どおり一つとして考えなければな

らない課題であるという認識をもって答弁とい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  ただいまの市長の

お話の中に、多分恐らく平成20年の取り組みで

あったかと思うんですけども、遠隔診察受ける

ことができた、できるような仕組みづくりがな

されています。実は、私もその遠隔診察を受け

て出産に臨んだ経験があります。しかし、診察

は受けても、出産に関しましては想定外の事態

も起こり得るわけで、今後とも産科医の医師招

聘の取り組みにつきましても、力強く取り組ん

でいただくことを望みますとともに、経済的・

精神的・身体的負担を軽減する市民サービスと

して、仕組みづくりに取り組んでいただけるこ

とを期待したいと考えます。 

 次に、小さな拠点と地域交通の構築について

お伺いします。 

 高齢者が関係する交通事故の急激な増加や免

許返納の増加、地方における公共交通機関の削

減などに伴い、高齢者の買い物、通院などの生

活をしていくための交通の確保が課題となって

おります。 

 これまでも議会でもさまざまな形で質問をし

てきたのですが、市からの答弁では、地域住民

で地域交通に取り組む方向を臨む内容でありま

した。 

 現在、地域交通の構築についての進捗はどの

ようになっているのかお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  地域交通という部分の

確保をどのように図るかということも、これも

市政の大きな課題であります。広い一つの面積
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の中で集落が散在し、これも私自身はあんまり

好きな言葉ではないんですけども、医療の問題

も出ました。通院弱者、あるいは交通弱者。高

齢化に伴い、免許も返上せざるを得ない。足が

なくなる。さらには買い物弱者。買い物にもな

かなかという部分の中で、地域交通が果たす役

割といったものは極めて極めて重要になってき

ているということは、私から申し上げるまでも

なく、当然、当然というよりも、そのような現

状にあるということであります。 

 そのようなことも踏まえまして、地方におけ

る地域交通のあり方というものが大きな課題に

なり、それをどのような仕組みづくりにもって

いくのかということも、これも一つの対応でご

ざいますので、今の取り組み状況はどうなって

いるのかというようなお尋ねでありましたので、

ちょっとあれになりますけども、担当の市民セ

ンター所長のほうから、今の状況がどうなって

いるかというのについては、具体的な数字をも

ちまして御答弁申し上げますので、御了承いた

だければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  小向市民センター所長。 

   〔市民センター所長小向浩人君登壇〕 

○市民センター所長（小向浩人君）  命により

まして質問にお答えいたします。 

 全国的に公共交通を取り巻く環境は厳しい状

況が続いておりまして、県内でも多くの自治体

が削減等の見直しの対応に追われているところ

であります。 

 本市においては、平成27年10月にバス路線の

30％の大幅な削減を行い、一部はデマンドタク

シー運行へ移行しながら、現在は各地区から中

心部までの幹線道路の運行を安定的に確保して

いるところであります。 

 あわせて、バス車両の更新も計画的に進め、

生徒の通学助成の子育て支援施策と相まって、

平成30年度は前年度より乗客が増加する結果と

なっております。 

 しかしながら、公共交通事業者における乗務

員の不足解消のめどは立っておらず、将来的に

は公共交通体系の抜本的な見直しが必要となっ

てくると考えております。 

 そのような中で、一方では、高齢者の事故の

増加や免許返納が増加し、生活交通の確保対策

が喫緊の課題となってきたことから、各地区内

の生活交通については交通空白地有償運送の導

入が必要であると考え、各地区に取り組みを促

しているところであります。 

 交通空白地有償運送──地域住民によるボラ

ンティア輸送のことでありますが、これは、免

許は普通免許でよろしいですし、車両は自家用

車、簡易な届け出手続により実施できる制度で

ありますけれども、事故のリスク等から運転者

を確保することが難しいということで、全国で

もなかなか導入が拡大していないのが現実であ

ります。 

 本市にあっては、地域づくりの取り組みの中

で幾つかの地区が検討を進め、地域交通の導入

やそれにかわる取り組みを模索しておりますの

で、引き続き市として支援を行っていきたいと

考えているところであります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  現在の取り組みを

お聞かせいただきましたが、交通空白有償運送

という取り組み、なかなかちょっとまだ意識で

きていなかったのですが、これからやっぱり具

体的に地区に入られてこういった取り組み、モ

デル地区を最初にと考えているのかもしれませ

んが、そういうことを踏まえて地域交通の構築

を進めていくということでしょうか。お聞かせ

ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、現状につき

まして、担当部長であります市民センター所長

のほうから申し上げました。 

 これも当市にとっては極めて大事な一つの市

政課題でありまして、この対策、これ0をどの

ように進めるかとなると、まさに小さな拠点づ

くりの新たなステージも安心安全というものが
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キーワードになっているわけであります。地域

の皆様で持続可能な地域社会をそこに構築しよ

うという部分になるわけでございますから、交

通といったような、繰り返しになりますけれど

も、買い物、通院、さまざまないろんな形での

対応のためには、交通機関といったものをどの

ように確保するかということが大きな課題であ

りますので、ちょっと抽象的な言い方になりま

すけれども、関係機関・団体がまさに総力で取

り組まなければならない課題の一つではないの

かなというように認識をいたしているところで

ありますので、公共交通研究会といったような、

そのような組織も立ち上げているところでござ

いますので、そのような中からいろんな試行錯

誤をしながら、いろいろどうすればもっといい

だろうか、ベストじゃないけれども、ベターの

あたりはどうだろうかと。その中に、ただいま

申し上げましたとおり、有償ボランティアとい

う中で、だけれども、なかなか事故のリスクも

あり広がらないということもあるものですから、

じゃあ、どうすればその辺のところがうまく広

げるように持っていけるだろうかというような

ところも踏まえながら、いろいろまさに大きな

市政課題の一つとして検討を加えてまいりたい

というように思っているところでございますか

ら、これもまた現場の声、地域の声、これを私

どもにもしっかりと議員の立場として私どもの

ほうにも伝えていただければということもお願

いいたしまして、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  市民の皆様からも

随分前から足となるきめ細かい地域交通の確保

を強く望む声が届いております。市長も、先ほ

ど今お話がありました中に、市民の声が届いて

いるというふうな認識であります。 

 実は、先週の６日金曜日の地元紙に、県内バ

ス会社のバス路線廃止に関する記事がありまし

た。遠野ではありませんでしたが、利用者の減

少、乗務員が不足している理由のことからとい

うことでしたが、これは決して人ごとではない

のではないでしょうか。 

 私も地元の路線バスを利用してみました。先

ほどの答弁の中には、利用するお客様がふえて

いるという話でありましたけれども、平日の午

後、運賃が200円のニコニコバスの日でした。

時間帯もあるかとは思いますが、約30人の定員

のバスに私を含め乗車した利用者は４名でした。

遠野駅に到着するまでは遠回りのコースの設定

でありましたので、自分で運転して目的地に向

かうことの利便性を考えますと、随分目的地ま

では時間がかかるな、不便ではないかなと感じ

ました。でも、その中にありましてでも、バス

の中での市民の皆様との会話ができたので、コ

ミュニケーションの場ともなり、よかったなと

感じております。 

 その後、岩手県交通営業所で少しお話を伺い

ました。市内には６路線あります。おおむね利

用者は平日150人、ニコニコバスの日は300人、

土曜・日曜は150人という状況のようです。最

近では、これまでよく利用していた高齢者の方

がお亡くなりになるなど、少し利用者は減って

いるかなという感じがするというお話でした。 

 高齢者であったり、公共交通を頼らざるを得

ない市民にとって、移動手段がないことは生活

のクオリティーにも影響すると考えます。交通

対策は喫緊の課題と感じます。 

 先ほど来の御答弁にもありまして、立ち上げ

た研究所など、または関係する地域住民、交通

事業者、学校、福祉などの幅広い関係団体の連

携で、総括した連携、交通体系の構築が必要と

感じている御答弁をいただきました。 

 私自身も地元の地域交通体系を思い描いてみ

たのですが、集落であったり、庁内であればま

だできることもあるかなと想定したのですが、

その領域から、地域から市街地までの送迎サ

ポートを考えますと、先ほど御答弁にもありま

したいろんな事情が絡み、描き切れませんでし

た。 

 先ほど、これから描いていかなきゃ、取り組

んでいかなければならないというお話でありま

したけれども、今の時点でいつどういったこと
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を計画進めていくかということはまだ具体的に

はなされていないという状況なのでしょうか。

お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中で、

バスに乗ってお互い会話をしながらという一つ

の事例も述べられておりました。その話を今聞

きながら、私も一つ思い起こすことがあります。

デマンドバスというものをやってみようじゃな

いかと取り組んだとき、なかなか利用状況が上

がらない。なぜ上がらないんだろうという中で

お話を聞きました。そうしましたところ、ある

利用者の高齢者の方が、電話一本でタクシーを

呼んで用を足すなんていうのは申しわけないと。

自分は歩いてバス停まで行ける。30分待っても、

１時間待っても、自分はそのバスを利用しなが

ら対応するので、電話一本でタクシーを呼んで

買い物をするということはとてもとても申しわ

けなくてというような話を聞いた。私も直接お

聞きいたしました。まさに市民の皆さんにはそ

のような全て役所が、あるいは行政がじゃなく

て、自分でできることは自分でやるという、そ

のようなとうとい気持ちを持っている方々にど

のように我々は向き合ったらいいだろうかとい

う部分が、その一つのエピソードの中から私も

一つ学んだということも御紹介申し上げておき

たいというように思っております。 

 このような中で、だからいいんだと、だから

しなくてもいいんだということ、到底そういう

ことじゃない。やっぱりきめ細かにやっていか

なきゃいけない。乗り合いバスに乗ってもお互

い「元気だね」というような会話を交わしなが

ら買い物に出てくるという部分の中で、バスの

中における一つの時間といったものが物すごい

コミュニケーションの場であり、安心安全を確

認する場でもあるということも踏まえれば、そ

のような一つの交通手段といったようなものは、

単なる運べばいいというのではないという部分

のところで、どのように仕組みとしていったら

いいのかというものがやっぱり大事、一つの切

り口じゃないのかなというように思っていると

ころであります。 

 いずれ公共交通体系につきましては平成26年

度に各地区の中心地から市街地までの基幹経路

といいますか、基幹路線、市が地域交通を確保

するための基本方針を定めながら、これに基づ

きまして行っているわけでありますけれども、

これも順次見直しをしながら一つの方向性を見

出していかなければならないかというように思

っておりますので、ただいま質問の中でいろい

ろ述べられたこともしっかりと受けとめながら、

それぞれの小さな拠点を新たなステージという

ことで持っていこうという形で今進めているわ

けでありますから、その中にも交通機関のどの

ような一つのネットワークをどうつくり、そし

て、やっぱりその中に住んでいてよかったとい

うコミュニティーをどのように構築するかとい

うことにつきましては、文字どおり大きな課題

と位置づけながら、地域づくりという一つの切

り口の中へ、そこに安心安全というキーワード

を入れながら、この問題にも対応していきたい

というように思っておりますので、これからの

一つの大きな課題であるということも繰り返し

申し上げながら、生活交通の確保──単なる路

線を維持するだけではない。生活路線の確保を

どのように捉えていったらいいのかという部分

の中で、一つの仕組みづくりにこれもまた作業

を加速させてまいりたいと考えておりますので、

よろしくこれもまたお願いを申し上げて、答弁

といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  ただいまの市長の

答弁の中で、平成26年から基幹路線を進めて、

順次見直しも必要である取り組みをしてきたと

いう話ではあったかと思うんですけれども、平

成26年、今、令和元年です。４年、５年しかた

っていないといえども、世の中の状況、特に遠

野市におきましては人口減少がどんどん進んで

おります。また、路線バス、市外はフリー区間

となっているようですけれども、利用者の住ん
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でいる地域が変わっているということも出てき

ているんですね。もう少しバス停が近くにあっ

たならという声も届いております。 

 生活に必要な地域交通路線も含めて検討して

いく必要はあるとおっしゃっていただきました

けれども、これはやはり本当に早急に取り組ま

ないと、高齢者の方はもう、先ほど市長もおっ

しゃいましたけれども、本当に自助の精神があ

りまして、できるうちはできることは自分でや

りたい、人に迷惑はかけたくないという思いを

持たれております。ですから、１日でも早くど

うにかしてほしいと望む一方では、どうせ俺た

ち生きているうちは何にもならないべって、ど

うにも変わらない、自分たちが生きているうち

に実現はしないだろうという諦めているような

様子も見受けられます。これは私たち議員にと

ってはちょっとどうかな、やっぱり高齢者に支

えてあげたい、支えとなるようなものを早急に

つくっていただきたい、つくりたいという思い

になります。 

 買い物支援ってたびたび出ますけれども、人

に頼んで物を買ってきてもらうというのも買い

物支援ではありますが、本当の買い物支援とい

うか、望ましい買い物支援はかわりに買ってき

てもらうのではなく、自身でお店屋に訪れ、品

物を眺め、選ぶ楽しさであったり、陳列する商

品から季節を感じたり、知り合いや友人と偶然

出会って立ち話をしたりというのが生活の中の

ささやかな喜びになるものと私は考えておりま

す。 

 先月、総務常任委員会で九州のほうに行政視

察に行ってまいりましたときに、路線バスを利

用することがありました。その中で、利用者の

お客様がおっしゃっていたのは、100円でどこ

までも行けるんだ。自分の行きたいとき、演劇

を見たいときは演劇を見にいける。買い物した

いときには買い物に行ける。病院に行きたいと

きは病院に行ける。全て100円でこれがかなう

んだと、本当にありがたいというようなお話を

されていました。金額のことははっきり遠野市

で100円というのは実現は難しいのかもしれま

せんけれども、生活ニーズに気軽に負担を考え

ずに利用できるといった取り組みが必要ではな

いかなというふうに考えます。 

 子どもも、高齢者も、市民の全てが人材とい

うことを忘れず、早急に前向きに取り組んでい

ただきたいと思いますが、市長、改めて、この

件につきまして市長自身のお気持ちをお伺いし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  改めてということであ

りました。先ほども申し上げたエピソードは、

だからいいということで申し上げたわけじゃな

くて、よく言う都市と地方の格差、これがもっ

と真剣に国レベルでも県レベルでも考えてもら

いたいなというそのようなエピソードとして申

し上げたわけであります。 

 大都会では、まさに24時間命を守っている救

急車をタクシーがわりに病院のほうに行くとい

う中で使って、なぜ来ないんだと、電話かけた

のになぜ来ないんだという中で怒られている救

急隊員がいっぱいいるという話もよく聞くわけ

であります。 

 今、そのような中で、地方は、そのような今

の申し上げたお話にありましたような現状の中

で懸命に頑張っているという一つの事例の中で、

都市と地方のあり方、また、地方の中に厳しい

状況が、そのように安心安全を脅かすような状

況が、どんどんそれが深刻化してきているとい

うところにもう少ししっかりと目を向けてもら

いたいなというような意味におきまして申し上

げたわけでありますから、このようなきめ細か

い一つの対応等につきましてしっかりと向き合

いながら、前向きにこの部分についてもさまざ

まな仕組みづくり、あるいは情報発信を含め、

県や国を動かすというような方向、そのために

は市民の皆様の力をしっかりとバックアップし

てもらわなければならない。それが総合力であ

り、小さな拠点を新たなステージに持っていく

というのもそのような背景にあるということも

申し上げまして、前向きにしっかりと向き合っ
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てまいりたいということを重ねて申し上げまし

て、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  ただいまの市長の

御答弁にもありました県や国を動かすような取

り組み、志して、心持ちでいくというふうに受

けとめました。そういった気持ちでぜひ早急に

地域交通の構築、実現させていただくことを期

待申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時06分 休憩   

────────────────── 

   午後２時17分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に進みます。10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  昨日の一般質問から見る

と、大分ハイペースできょうは進んでおります

ので、ゆっくりと質問させていただきます。 

 まず、無会派の多田勉でございます。よろし

くお願いいたします。 

 先日開催されました遠野市農林水産振興大会、

長年の遠野市一次産業に多大なる御尽力をいた

だきました方々に、席上、表彰を授与されまし

た。受賞されました方々にこの場を借りて心か

らお祝いを申し上げたいと存じます。 

 また、令和元年、残り１カ月を切りました。

新たな時代の幕開けに大きな希望を持ってきた

はずでございましたけれども、ことしも台風に

よる記録的な暴風雨等により各地に大きな被害

を及ぼしました。この災害によりとうとい命を

奪われ、亡くなられた方々に、謹んでお悔やみ

を申し上げますとともに、家屋を失い、今もな

お避難生活を強いられている方々に、心からお

見舞いを申し上げますとともに、安心安全な暮

らしを１日も早く取り戻せるように、遠野の地

から心からお祈りを申し上げる次第であります。 

 今定例会では、大項目２点について一問一答

方式で順次質問をしてまいります。 

 大項目１点目でございます。鱒沢地区セン

ター整備計画の進捗状況について伺ってまいり

ます。 

 平成30年度の予算を31年度に繰り越しし、用

地を買収、そして、建物等の解体が９月に終了

したというふうに記憶しておりますが、その後、

現在は更地の状態となっております。 

 現在、遠野市においては、小さな拠点づくり、

進行形で勉強会を開催したり、あるいは先ほど

の佐々木議員の質問にもございました小さな拠

点づくりを地区センターを単位とした取り組み

を行っております。 

 しかし、鱒沢地区センターは、用地としての

姿は存在をしておりますけれども、まだそれに

着工している状況は見えておりません。いまだ

施設の整備に至っていないというのが実態でご

ざいます。 

 今後の整備計画について、明確なスケジュー

ル、見通しについてどのようにお考えなのかを

お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  多田勉議員の一般質問

にお答えを申し上げます。 

 一問一答方式ということで、鱒沢地区セン

ターの進捗状況はどうなっているだろうかとい

うことで、お尋ねの中におきましても、土地の

買収等が既に終わっているぞというような、そ

のような御質問の中にも触れられておりました。 

 平成28年度に設置された鱒沢地区センター、

施設整備は鱒沢地区で、平成29年でありますけ

れども、鱒沢地区センター整備検討委員会が立

ち上がりながら、さまざまな角度からあるべき

姿といったものを検討しながら委員会から提言

をいただいているということは御案内のとおり

であります。 

 そして、それを踏まえながら、29年度から整

備事業に着手をいたしまして、ことしの９月で

ありますけれども、用地の取得が完了し、現在、

新築設計業務を進めるという段階に来ていると
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いうことは御案内のとおりであります。 

 ただ、一方におきましては、一部土砂災害警

戒エリアが含まれていること、地域の敷地の中

にですね、それから敷地面積が非常に広いと、

民間の方からの土地の寄附というよりも譲渡が

あったということも踏まえながら敷地面積も広

く、また、既存施設の解体費用も非常に高額に

なるということが見込まれているという一つの

課題がありまして、敷地全体の土地の利活用を

どのように考えるのかという部分につきまして

もうちょっと検討の時間が欲しいなという中で

進めているところであります。 

 厳しい財政事情であるわけでありますけれど

も、小さな拠点の第２ステージというところに

もう踏み込んでいるわけでありますから、より

有利な財源を確保しながら、地域住民の皆様の

持続可能な地域社会といったようなものをその

中に形づくるための地区センター、特に11地区

の中にありましては、新設が鱒沢地区センター

になるわけでありますので、他の地区の一つの

モデルになるようなものに持ち込みたいなとい

う中で、もうちょっと時間をかけながら土地の

利活用のあり方も含め、できれば定住人口をあ

のエリアの中に確保できるような、そのような

施設整備のあり方はどうだろうかというような

中で今検討を鋭意進めているという状況にある

ということでございますので、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  あそこの場所については、

今、市長の答弁にもありましたけれども、そう

いった例えば今は土砂災害の指定箇所、それか

ら、今の現状とすれば敷地の面積が大きいとい

うふうな話もございました。 

 ただ、今まであそこの地域の集会施設を含め、

土砂災害危険区域とのかかわりは今始まったこ

とじゃなくて、それを解消してやるというのも

一つのここの設置の目的だったというふうに私

はそのように感じておりますけれども、今現在、

鱒沢地区センターはその機能を宮守地区セン

ターと同じ場所で構えて、鱒沢のまちづくり計

画の実現に向けて取り組んで進めていただいて

おりますけれども、職員は鱒沢地区には常駐し

ていないという状況であります。 

 小さな拠点づくりを進めているという市長の

答弁でございますけれども、そのような中で鱒

沢地区の地域づくりが順調に推移していると理

解してよいのか。鱒沢地区に対する改めて認識

をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  地域づくりが順調に進

んでいるのかということを改めてというお話が

ありました。 

 鱒沢地区センターの設置から４年目というこ

とになります。先ほど答弁で申し上げました。

地区センターができたことによってまちづくり

計画もという中で、鱒沢地区センターも地域の

自治会の皆様を中心に大変な御努力をいただき

ながら、地域づくり連絡協議会の活動が非常に

拡大しつつありまして、地区まちづくり計画に

沿ったさまざまな取り組みが展開されていると

いうように報告を受けているところであります。

私も現場に足を運びながら、地域の方々が懸命

に頑張っているということは十分私も目で見、

耳で聞き、また、肌で感じたという中で、鱒沢

地区の皆様の一つの地域づくりに対する熱意と

いったようなものはその中で私も感じ取ってい

るところであります。 

 小さな拠点による地域づくりの視点からする

と、地域づくり活動は要するに順調には進んで

いるものの、これからの取り組みを確実に、そ

してまた継続的に進めるためには、より地域と

密着した一つのあり方が問われているのではな

いのかなというように思っておりまして、拠点

施設となる地区センターそのものの位置づけは

何ら変わりない。ただ、その将来を見誤らない

ような中における一つのあり方といったものを

考えていかなければならないんじゃないのかな、

そのためにはもうちょっと慎重な検討が必要だ

ということを申し上げているわけであります。 
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 その意味におきまして、地域づくりを支援す

る地区センター、職員が地域に常駐すると、そ

の辺のところは担当のほうからも仮事務所とい

うよりも仮地区センターのようなものをまず置

いておくことも可能ではないのかなというよう

な、そのような話も出てきているところであり

ますので、それらも踏まえながら、地域に密着

した一つの地域づくりをしっかりサポートしな

がら、そして、ともにまさに持続可能な鱒沢地

区コミュニティーといったようなものを形づく

るための地区センターの一つの当面のあり方と

将来の一つの見誤らないような地区センターの

整備のあり方、これは必ず一つうまくまとまる

のではないのかなというように思っているとこ

ろでございますから、その辺を踏まえながら、

よりそれこそ検討を加速させながら、きちんと

した拠点整備に持っていきたいというように考

えているところでございますから、もう少し時

間をいただければということを申し上げて、答

弁とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  先ほど来の市長の答弁の

中には、これは敷地の利活用の関係もあるんだ

ろうというふうに思いますけれども、計画、そ

してまた財源、そしてなおかつ慎重にと、今の

答弁にございました。 

 御承知のとおり、あそこはまだ地区センター

整備されておりませんから、老人憩いの家、あ

そこを拠点に鱒沢地区の地連協なりのいろいろ

な活動の場としてあそこを利用しているわけで

すが、あそこはもともとの鱒沢行政区３区の地

区集会所でもあります。そういった中で、あそ

この施設の維持管理をしているのがそこの行政

区でありますので、市なりあるいは地連協があ

そこでいろんな会合や何か催しをしても、それ

を賄い、いろいろな御尽力していただいている

のがあそこの地域の行政区であります。そうい

ったところも決して忘れていただきたくないと

私は思うのでありまして、あれだけの用地を確

保したという事実は紛れもなく事実でございま

すので、それを今財源がどうだというふうな私

は話になっていると、果たしてこの地区セン

ター構想がいつの時点に目標を絞って今市長が

答弁しているのかというふうな疑問を抱きます

ので、その辺も含めて地域の今まで回を重ねな

がら地域の声と市の考えをしっかりとすり合わ

せてきたその時系列をたどりながら、私はその

地区との合意形成というのが、今現在、当市と

してはどのように受けとめているのかなという

ふうな疑問に立って今質問しているわけでござ

いますので、鱒沢地区全体、そして、そこに存

在する行政区３区の市民の思い、期待にしっか

りと応えていただくような市当局の行政運営を

私は期待して今までまいりましたので、その辺

の私は余り、私も鱒沢の人間でございますから、

自分の地域のことは極力この場で出さないよう

にというつもりで今まで議会活動をして、遠野

市全体を見据えた発言をしてきたつもりでござ

いますが、今回に限っては鱒沢地区民との合意

形成、そういったものをどのように市長のほう

で理解をして、これから市民の協力してくれた

地権者もあります。そういった方々へ応えると

いう意味合いからも私は訴えて今いるわけでご

ざいますから、市長のそういった思いに沿った

答弁を期待しております。よろしくお願いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

で財源というお話がありましたけれども、これ

をやりくりするのはまさに私どもの役目であり、

その中でしっかりと地域住民の皆様のお約束に

応えていかなきゃならないということは言うま

でもなく当然なわけであります。 

 鱒沢地区センターの整備とあわせながら、今

御質問の中に出ておりましたけれども、地区集

会所である老人憩いの家、さらには隣接をいた

します就業改善センターの施設の廃止等につい

ても地域の住民の皆様との合意形成を図ってき

たということはプロセスの中にしっかりとある

わけであります。 
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 そして、この地域での説明で、こういった合

意形成の中でまさに進めるというプロセスを大

事にしながら今に至っているということもその

とおりで、ただ、先ほども申し上げましたとお

り、鱒沢保育園の一つのあり方、さらには鱒沢

小学校の一つの将来の見通しといったこともし

っかり踏まえなければならない。その部分を踏

まえれば、あれだけの敷地なわけでありますし、

関係者の皆様の大変な御理解と御了解のもとに

あのような土地をしっかりと確保することがで

きたとなれば、そこに宮守インターというもの

が隣接をしていると。国道107号線の一つの起

点にもなっている。そして、大船渡、高田のほ

うへの幹線道路としてそこのポジションが非常

に重要な位置を占めてきているということを踏

まえれば、この辺をしっかり踏まえた上で一つ

のモデルになるような持続可能な地域コミュニ

ティーということを盛んにそれを訴えているわ

けでございますので、何とかあのエリアの中に

定住人口を確保できるような、そのような機能

なり、あるいはそのような施設なりを位置づけ

ることができないだろうかと。そうすることに

よって鱒沢コミュニティーといったような鱒沢

地域の方々、まさに今いろいろ議論をされまし

た子育て世代、あるいは子育てするなら遠野と

いった中におきまして、あそこの中にそのよう

な定住人口を確保しながら、そのようなネット

ワークの中で鱒沢のコミュニティーをどのよう

にという地区センターのあり方をもうちょっと

深掘りしながら検討をする必要もあるのではな

いかという中で今進めているところでございま

すから、決してその財源がどうのこうので先送

りしているわけではない。財源そのものはやり

くりをしなければならない。そして、この財源

をしっかりやりくりすれば、議会の同意も得な

ければならない。議会の同意を得るためには、

それなりのしっかりとした必要性とそのような

一つの理由になれば、事業費そのものも納得の

いくようなものに持ち込まなければならない。

そのためにはしっかりした計画をもう少し詰め

てみたいなというその段階にあるということで、

今までのプロセス、あるいは地域住民の皆様の

全面的な協力、それは全くそのとおり素直に受

けとめながら、今、盛んにその辺のあり方を、

土地利用のあり方を検討しているということで、

繰り返しの答弁になりますけれども、そのよう

な方向にあるということでございますので、御

了承いただければというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今、市長の答弁の中には、

あそこを交通網の整備に伴ってのいろいろな環

境条件を生かした定住人口の拡大とか、さまざ

まなそういった多面的な市の考え方、それは理

解いたしました。 

 ただ、一つは、スペースの中での地区セン

ターでございますから、地区センターは地区セ

ンターとして私は考えるのが筋だと。そのため

に今まで地域の方々がどれだけの市との協議に

理解を示してきたかということも私は大事にし

てほしいなという思いでいっぱいでございます

が、そういったことを踏まえて、私は、今市長

が答弁した定住人口とかいろんな面積の広さ、

そういったものの活用については、私ばかりじ

ゃなくて地区民の皆さんもそれは理解を示しな

がら、大きな協力を得られるものというふうに

私は思っていますが、ただ、先ほども言いまし

たように、地区センターは地区センターとして

の機能を早く私は整備していただきたい。そし

て、地区センターを核としながら、地域の皆さ

んと当局との先ほど市長が申し上げたいろいろ

な活用の問題とか、そういったものに私は取り

組んでいっていただきたいというふうに思うの

でありますが、市長、もう一度答弁をお願いし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  もちろんそのようなも

のの進め方もあろうかと思っておりますけれど

も、もう少ししっかりと見きわめながら、土地

利用そのものの一つの望ましいあり方といった

ものはもう少し時間が必要だということを言っ
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ているわけでありますので、地区センターその

ものは必要ではないということは全くそのこと

を申し上げているわけではございませんので、

そのときのタイミングをどう見るのかという部

分の中におきまして、いろんな意味で今、宮守

インター、釜石自動車道が全通をし、今、大船

渡とそれこそ遠野も入りながら、107号線の全

面改良のような期成同盟会も今できているとこ

ろでございますから、そのような流れも踏まえ

ながらもうちょっと議論と検討の時間が欲しい

ということを申し上げているわけでございます

し、もちろん地域住民の皆様にもしっかり情報

を提供しながら、それぞれ一緒になって考える

というところにそのような土俵をつくりたいと

いうように思っておりますから、これからもよ

ろしく御協力をお願い申し上げたいと思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  ぜひ行政主導、もちろん

これは当局の政策の一環でもありますから、こ

れは私は否定はいたしません。ただ、ぜひ、ま

ちづくりと言いながらも、少し距離間ができて

はまずいだろうと私は思っております。ぜひ、

地区民の思い、そういったものを十分に意思の

疎通、コミュニケーションが図られるように、

そういった中で１日も早く私は市民の思い、そ

ういったものに寄り添った考え方の集約を図っ

ていただきたいなという思いでございます。ぜ

ひそういったものの中でよりよい鱒沢地区セン

ターの整備に途切れることなく私は進めていた

だきたいと思います。もう１回、市長、よろし

いでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これ、繰り返しの答弁

になりますけれども、もうちょっと全体的な中

で敷地、土地利用のあり方をもう少し考えてみ

たいということを言っているわけでございます

ので、そのためには地域住民の皆さんにもしっ

かり御相談を申し上げながらと言っているわけ

でございますから、これまでのプロセスを大事

にしながら、これからのプロセスもしっかりと

大事にしながらということで進めてまいりたい

と思っておりますので、繰り返しの答弁になり

ますけれども、御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今までの市長の答弁、地

域の皆さんも関心を持って受けとめているはず

でございますので、私は市長のただいまの答弁

があす、あさってと変化していくことを期待し

て、次の質問に移らせていただきます。 

 大項目２点目でございます。農林水産業の支

援に新たな取り組みをということで質問させて

いただきますが、昨日の同僚議員の一般質問に

もありましたけれども、ダブる点があるかもし

れませんが、私のほうからも思いと考え方につ

いて質問してまいりたいと思います。 

 タフ・ビジョンに基づいた遠野市の基幹産業

である一次産業の振興を図ってまいりましたが、

年々この状況は伸び悩む現状にあり、それに対

応した推進体制の構築が改めて必要になってき

ているのではないかなというふうな考えから、

今回のこの質問になったわけでありますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 まず最初に、第１点目、花巻農業協同組合宮

守・上郷支店の統廃合後の活用を市としてどの

ように考えているのかについて質問いたします。 

 ＪＡいわて花巻の第４次中期経営計画で、宮

守・上郷支店の遠野支店への統廃合がことし５

月の総代会で決定されました。その結果、来年

３月をもって農協の両支店が廃止となることが

既に御案内のとおりであります。 

 今まで市は組合に対して要望書を提出するな

どの対応の取り組みは私は承知はしております

けれども、支店廃止後、支店廃止になったこと

によって地域農業の大きな痛手であります。市

は両支店の決まった後の流れを一旦とめるよう

な形で、現在の市民に寄り添う利活用のあり方

というものについて、市としてどのように求め

て進めていくのか、お考えをお伺いいたします。 
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○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  遠野の基幹産業であり

ます農林畜産業、それをどのようにしっかりと

した形の仕組みに持っていくかということが大

きな課題であるということはただいまの御質問

にありましたとおりでありまして、その中にお

きまして、ＪＡ花巻というところの花巻農業協

同組合の一つの第４次中期経営計画の中におき

まして、御質問にありましたような一つの経営

改革が当市の宮守支店あるいは上郷支店といっ

たところの見直し等にもつながったということ

は御案内のとおりであります。 

 ことし５月の総代会におきまして賛成多数で

承認され、上郷支店と宮守支店は令和２年２月

でもって遠野支店に統合、そして閉店となると

いうそのような方針、閉店となる上郷・宮守支

店の利活用策については、令和元年でありまし

たけれども、ことしの９月１日でありますけれ

ども、花巻農協の代表理事組合長からこれは直

接説明を受けているところであります。 

 その内容につきましては、上郷支店について

は活用策がまだ決まっていない。方針は決まり

次第報告を受けるということになっているとこ

ろでありますけれども、宮守支店については、

３月から当面の間、１名の職員を常駐させ、そ

して、営農事業の取り次ぎなどを行うというよ

うに聞いているところであります。また、移動

店舗なども導入しながら、組合員の皆様の利便

性を図るというような話も聞いております。 

 それから、建設時に宮守支店は市の補助金を

出しているわけでありますけれども、そのよう

な経緯もあることから、２階の会議スペースに

ついては、これはこれまで同様、それぞれの地

元の関係者の皆様の会議等で利用しても構わな

いし、また、そうしてもらいたいというそのよ

うな話を承っているところであります。 

 いずれも花巻農協の施設であるということも

踏まえながら、部分的あるいは限定的になりま

すけれども、組合員の皆様あるいは農業者の皆

様の利便性が確保できるよう、これからも花巻

農協のほうにも積極的に働きかけを行ってまい

りたいというように考えているところでござい

ますので、議員各位の御協力もまたお願いを申

し上げたいというように思っている次第であり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今回の統廃合にあわせて、

既に宮守のガソリンスタンドが廃止されました。

市内の農協のＡＴＭも随時廃止されるなど、農

家をはじめ、市民に不便を来していることは、

これは現実であります。これらの不便を解消す

る手だてとしてどのような市として考えを持っ

ているのか確認をいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、店舗の話を申

し上げたわけでありますけれども、そのほかに

も花巻農協宮守支店のＡＴＭは、支店閉店後も

存続されるということであります。また、店舗

外ＡＴＭであった旧綾織支店のＡＴＭは令和元

年、ことしの８月でありますけれども、閉鎖さ

れているところであります。上郷支店はもとも

とＡＴＭは置いていないということであります。 

 こういったことを踏まえながら、花巻農協の

ほうでは、コンビニエンスストアＡＴＭや郵便

局ＡＴＭでの取引手数料無料化に向けて調整も

しているということも聞いているところであり

ます。利用者の方々、組合員の方々の利便性を

確保するという一つの──そしてまた一方、来

年の令和２年３月からでありますけれども、移

動式金融店舗という移動式自動車でございます

ね、金融店舗、これを閉店となります上郷・宮

守支店に月３回は巡回させますというような、

そして、利用者の方の利便性を確保するという、

そのような話も情報として得ているところであ

ります。 

 なお、宮守ガソリンスタンドは、花巻農協の

子会社でありますＪＡ遠野ライフサービスの経

営に関するものでありますけれども、令和元年

８月でこれは閉店となっているということであ
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ります。 

 こういったような状況を見ますと、廃止され

たことに伴う地域の影響といったものを考えれ

ば、花巻農協に対して要望活動などは行ったわ

けでありますけれども、なかなか第４次中期経

営計画の中において厳しい経営状況であるとい

うことを踏まえながら、なかなかその部分につ

いては反映されなかったという部分もあるわけ

でございますけれども、可能な限り、いうとこ

ろの地域住民あるいは組合員の皆様、その皆様

の一つの利便性、あるいは生活環境の確保を図

るためにも、これからもＪＡ花巻農協とも誠意

ある話し合いをしっかりと対応してまいりたい

というように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  本市の一次産業、再び強

いものに導き、担い手育成が活発に進むことを

期待しておりますが、将来像をどのように描こ

うとしているのか。遠野市ではさまざまな農林

水産業の施策を展開してまいりましたけれども、

農林水産業の担い手は減少の一途をたどってお

ります。このままでは市の基幹産業である一次

産業の衰退が懸念されるなど、将来の農林水産

業を今後どのように遠野市は推進していくのか。

その方針を質問いたします。御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  遠野市の基幹産業であ

る一次産業がこのままでは衰退していくのでは

ないかなという懸念の中で方針をというお尋ね

でありました。 

 これまでも農林水産業、畜産業も含めまして、

農林畜産水産業といったような一次産業の推進

に当たりましては、農林水産振興ビジョン、い

うところのタフ・ビジョン、これを策定しなが

ら、５年後の将来を見据えながら各種事業を取

り組んできたという経緯があります。 

 そして、一方、少子高齢化の影響もありまし

て、農林水産業の畜産を含めてのそのような担

い手が減少していることは多田議員も御案内の

とおりであります。 

 そういった意味におきまして、さらに活性化

しなきゃならない。所得の向上も図っていかな

きゃならない。座して待つわけにはいかないと

いうことになるわけでございますから、高収益

作物の導入を進め、さらには低コストによる所

得の向上なども図っていく必要があるのではな

いのかなというそのような認識でいるところで

あります。 

 そのためにということで、国・県が普及促進

を図っておりますスマート農業、これなども遠

野市はどのように向き合ったらいいだろうか。

新たな栽培技術の導入もこれまた検討していか

なければならない。さらには、人口減少の中で

農業労働力の確保対策にもそろそろ向き合って

いかなければならないということから、法人化

による社会保障の充実、それから農福連携とい

う言葉も今は使われているところでございます

から、そのような新たな展開も考えていかなき

ゃならない。そのようなことでさまざまな諸課

題に向けた一つの取り組みが必要になってきて

いるところでございますから、農林水産業のタ

フ・ビジョンの見直しなども含め──それは単

なる見直しじゃない。これまで４年間取り組ん

できたことをしっかり、５年ということになる

わけでございますけれども、しっかりと総括を

しながら、国や県の流れ、さらには国際情勢の

流れ、そのようなことを踏まえた中で、タフ・

ビジョンⅡの総括の中から新たな方針と新たな

一つの仕組みづくりに取り組んでいかなければ

ならないんじゃないのかなというように認識を

いたしているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  農林水産振興ビジョン、

先ほど答弁にもありました通称タフ・ビジョン

が策定をされてから４年というふうな取り組み、

歩んできたことであり、経過しておりますけれ

ども、一方では、これを取り巻く情勢が日々変

化している中で、私はこの変化の状況に応じた

取り組みが最も必要であるというふうに認識し



－ 107 － 

ております。来年度、この計画の見直しの年度

ということでありますけれども、その計画自体

の見直しの必要性と見直しをする際の遠野市の

市としての考え方、それを今までの前期計画と

新たな計画に対するつながりというか、そうい

った捉え方をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの先ほどの答

弁とある意味ではダブるところがありますけれ

ども、タフ・ビジョンの現計画は平成28年度か

らもう既に５カ年計画という中で５年目に入っ

ている。そういったことを踏まえれば、４年余

りの一つの取り組みの結果をしっかり検証しな

ければならない。ただ検証するだけではない。

その中においては国際情勢も含め、国内外の一

つの取り巻く状況などもしっかり把握をしなけ

ればならない。 

 今御質問の中にありましたとおり、まさに

日々一刻状況が変わっているという議員御指摘

のとおりでございますので、こういったことを

踏まえながら新たなビジョンの策定に向けまし

て、令和２年度、それぞれの現計画の検証をし

っかり行いながら、特にも生産者現場のほうに

もしっかり足を運びながら、関係機関、ＪＡ花

巻の話も先ほど出ました。いろんな団体、機関、

そのような方々のいろんな意見を聞きながら、

これもまた抽象的な言葉になるかもしれません

けれども、総合力でもって見直しに着手をする

という方向にしっかりと踏み出したいというよ

うに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今の市長の答弁、次に質

問しようかなと思っていたんですが、改めて質

問させていただきます。 

 私、前にも申し上げましたけれども、農林水

産業の基盤強化を図っていくために、タフ・ビ

ジョンをはじめとする計画の見直しを図ってい

くとすれば、私は的確な現状の把握あるいは精

査をする必要があるというふうに考えておりま

す。 

 しかしながら、以前の私の質問で、市内の農

家の農業施設の数とか、あるいは農地の作付状

況などが把握できていない状況というものがか

いま見えたことがあります。 

 今取り組んでいる現状の市の組織、職員体制

の中では、多くの業務を兼任しながら職務の遂

行に職員それぞれ尽力されていることは十分に

理解をしております。しかし、現在の業務量か

ら職員一人ひとりの限界の状況にあるのではと

いうふうな推察をするものであります。この体

制のあり方ではこの厳しい時代を乗り切るため

の体制としては私は若干無理があるのではない

かなというふうな感じをしてなりません。組織

の体制に伴う業務の実態をどのように捉えてい

るのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  取り巻く環境が大変厳

しくなっているということにつきましては、か

なりそれこそ正面から受けとめなければならな

い課題ではないのかなと思っておりまして、今

の市のほうにおきましては、産業部の中に農林

課、それから畜産園芸課、六次産業室も２課１

室体制で市の農林畜産業の業務推進に当たって

いるというような状況であります。 

 いろいろ御質問の中でも触れられておりまし

たけれども、１人の職員が複数の業務を抱えて

いるという状況の中で、現場ともちょっと乖離

しているんじゃないのかなというような御指摘

なども私のところにも届いていることは正直に

申し上げたいというように思っているところで

あります。 

 もちろん職員は懸命に頑張っているわけであ

りますけれども、さまざまなものに向き合わな

ければならないという中で、物理的にも大きな

一つの限界にも来ているのかなというような方

向で受けとめているところでありますので、職

員相互の情報をしっかりと共有しながら、県の

農林振興センター、あるいは普及サブセンター、

あるいは花巻農協、いろんな関係機関や団体等
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の皆様、さらにはアドバイザーの皆様のノウハ

ウといったようなものもしっかりと仕組みとし

て対応しながら、限られた人材の中で向き合っ

ていかなければならないんじゃないのかなとい

うように思っておりますけれども、その中にお

きましては大変刻一刻状況が変わっているわけ

でありますから、組織の見直し、あるいはマン

パワーの再配置の問題等も含めまして、これも

急がなければならない課題ではないのかなとい

うように認識しておりますから、全庁的に見て

産業振興、あるいは農林畜産の一次産業、タ

フ・ビジョンの見直しということも踏まえれば、

何らかの形での見直し、そして新たなスタート

というところにも持ち込むことも一つの課題で

はないのかなというように認識をしているとこ

ろでございますから、これまた御指導をいただ

ければということを申し上げて、答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  時間も参りましたけれど

も、これからの市の農業振興には、先ほど来あ

りました農家と向き合う現場主義、この体制が

望まれておりますし、このことが今までの遠野

の農業、古くから培われてきた大切な基本であ

るというふうに私は認識をしております。その

ためにも、市内の農業情勢を的確に把握し、か

つ各種農家の相談・対応、新規就農者の受け入

れ、技術指導、さらには市場への販売戦略、そ

れまで一貫して行えるような組織が私はあるべ

きであり、遠野市の強みだと、それが整備され

ることによって強みに変わってくるというふう

に私は思っております。 

 先日、東京・豊洲市場に訪問した際に、市場

関係者と意見交換をしてまいりました。その際

に、遠野市のもちろんワサビについては豊洲の

ほうでも十分認知されておりますけれども、遠

野市の他の農産物に対する──これは大田市場

とかいろいろかかわりはありますから、これは

一概に豊洲だけを捉えて言いますけれども、農

産物に対する認知度が他の産地の地名と大きな

差があると私は感じてまいりました。農協はＪ

Ａ花巻という広域組織でありますけれども、取

り扱う農産物については管内、いわゆるＪＡ管

内の統一したシステムがある一方で、それぞれ

の地域の特色を出せなければ、市場競争では容

易に立てないんだなというふうに感じてまいり

ました。 

 農産物はつくるだけでは農家の所得にはつな

がりません。最後の販売まで一連の流れがある

ことによって初めて農家の所得に結びつくもの

だというふうに私はかねがね信じてまいりまし

た。そのことから、市とＪＡ、関係機関が連携

した──ここで私は提案いたしますけれども、

仮称ではありますが、遠野市農業指導センター

を設置し、農家の実態把握から生産・販売に特

化した組織が今必要とされているのではないで

しょうか。市には大きな課題解決の方策として

取り組むことを望みますけれども、市長の見解

をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、厳しい一次

産業に向き合う遠野の基幹産業をどのように足

腰の強いものに持っていくかという部分におい

ては、マンパワーと組織ではないのかなと。御

質問の中に、一連の流れをつくらなければ農家

所得の向上にはつながらないという話がありま

した。それぞれが組織防衛に入ってしまったの

では、その一連の流れはつくれないということ

になるわけでございますから、一連の流れをど

うつくるかということになれば、それぞれの関

係者が一堂に会しながら一つの土俵をつくると

いうことが求められているんじゃないのかなと

いうように思っております。 

 かつて総合産業振興センターという組織を立

ち上げながら、農協にも参画いただき、商工会

も含め、まさに多くの関係者の皆様もそれぞれ

の組織の力を借りながら、遠野の産業振興を大

きく底上げしようという取り組みを行ったわけ

でありますけれども、なかなかその部分におけ

る一つの組織の壁があり、意識の壁があり、な
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かなかそれを総合センターという中に位置づけ

られなかったという一つの反省というよりも教

訓があるわけでありますから、時代は変わった

と。そして、人口減少社会という一つの厳しい

状況を迎えながら、それぞれが組織の壁と意識

の壁を乗り越えられなければ生き残れないとい

う状況に今はなってきているわけでありますか

ら、今御提案のあったような新たなワンポイン

トのワンクッションのそのような一つの組織を

立ち上げるということも大きな検討課題の一つ

ではないかなというように思っておりますので、

今、御見解をという御質問でありましたので、

それにもきちんと向き合いながら、議員各位の

御指導もいただきながら、市役所の中の限られ

た人材をどううまく適材適所に持っていくかと

いう部分も大きな課題でありますので、それを

踏まえながらそのような組織のありようにつき

ましても、これもまた検討をしてまいりたいと

いうように考えておりますので、その見解を申

し上げまして、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  大項目１点目、２点目、

私は市民の豊かな暮らしを望み、そしてまた、

夢を見る市民の支えになるために、当局だけに

限った私の質問ではありません。我々も一緒に

なってその発展に向けて努力を惜しむものでは

ございません。本日の質問に当たっての私の思

いを御理解していただきたいということを申し

添えて、一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   休会の議決   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。12

月11日及び12日の２日間は、委員会審査のため

休会いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、12月11日及び12日の２日間は休会する

ことに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。本日はこれにて散会い

たします。御苦労さまでした。 

   午後３時10分 散会   
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